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認知症の症状や
認知症の方の心理を理解しましょう

森本外科・脳神経外科医院
金田 弘子
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老 化 動き・立ち振
る舞いの低下

体力低下
外出機会
の減少
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趣味・旅行の断念
人づきあいの減少
億劫に感じる

2

疲れやすい
覇気がない
転倒しやすい

高齢者が弱っていく過程

2
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なぜ寝たきりや認知症になるのか

環境要因環境要因環境要因環境要因心理的要因心理的要因心理的要因心理的要因

家族

家屋構造

身体的要因身体的要因身体的要因身体的要因

閉閉閉閉じこもりじこもりじこもりじこもり症候群症候群症候群症候群

低活動

廃用症候群

仲間仲間仲間仲間・・・・友人友人友人友人

近隣近隣近隣近隣のののの人々人々人々人々

環境環境環境環境
環境環境環境環境
風土風土風土風土

精神・心肺・運動機能低下

人
的
環
境

物
理
的
環
境

寝たきり・認知症

筋力低下：1週間の安静 10～15％の低下
関節拘縮：3週間の不動で発生
心肺機能：3週間の安静 20％～30％の低下
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元気な高齢者を取り戻す方法論
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◆ちょっとしたことで病気になる：慢性化しやすい

◆一人で複数の病気（多病）

◆合併症を起こしやすい
例：網膜症、腎症、神経障害で、この三者を糖尿病性三大合併症糖尿病性三大合併症糖尿病性三大合併症糖尿病性三大合併症

◆意識障害やぼけ症状も出やすい

◆典型的な症状が出なかったり，急変する

◆脱水脱水脱水脱水を起こしやすい

◆免疫力・生体防御能力の低下

低栄養低栄養低栄養低栄養・・・・低体力低体力低体力低体力

◆薬の副作用が出やすい:便秘:便秘:便秘:便秘､下痢

高齢者の病気の特徴

体調不良体調不良体調不良体調不良でででで不眠不眠不眠不眠
認知力低下認知力低下認知力低下認知力低下やややや

行動障害行動障害行動障害行動障害のののの誘因誘因誘因誘因
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高齢者のADL

IADLの
構成要素

基礎体力基礎体力基礎体力基礎体力

身体機能

意
欲

環境

体力が低下するとＡＤＬもＩＡＤＬも低下していく．

マヒなどの固定した機能,「脱水」を含む何ら

かの（急性の）病気も機能を左右する．

実際にはもう少し自分でできるはずなのに,
意欲がないために介助に委ねている例は多い．

「「「「物理的環境物理的環境物理的環境物理的環境」」」」－家屋構造など
※手すりがないために伝い歩きができない,
「「「「人的環境人的環境人的環境人的環境」」」」家族(介護者)やサービススタッフなど
※過保護

※病気の受容

離床・生活の広がり

基礎知識基礎知識

ADLADLADLADLとは、日常生活動作（AAAActivities of DDDDaily LLLLiving）の略で、

食事、排泄、着脱衣、入浴、移動、寝起きなど、日常の生活を送る
ために必要な基本動作のことで、高齢者の身体活動能力や障害の程
度をはかる上で重要な指標の一つとなっています。

ＩＡＤＬＩＡＤＬＩＡＤＬＩＡＤＬ とは、手段的日常生活動作（Ｉnstrumental Ａctivity
of Ｄaily Ｌiving ）の略で、ＡＤＬを基本にした日常生活上の複雑
な動作のことです。具体的には、買い物や洗濯、電話、薬の管理、
金銭管理、乗り物等、そして最近では趣味活動も含めるようになっ
ています



移乗力

座 力

少しの間のつかまり立ち

軽い介助の立ち上がり

社会参加社会参加

長時間の座位保持(背もたれ可）

軽い介助の起き上がり

少しの間背もたれなしの座位保持

外 出

仲間との交流

QOLの向上

超えねばならぬこの一線

座 位
大田仁史資料大田仁史資料大田仁史資料大田仁史資料
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まず座らせることから

正常正常正常正常なななな嚥下運動嚥下運動嚥下運動嚥下運動

褥瘡予防褥瘡予防褥瘡予防褥瘡予防

下肢拘縮予防下肢拘縮予防下肢拘縮予防下肢拘縮予防

覚醒水準
精神機能精神機能精神機能精神機能のののの活発化活発化活発化活発化

排泄排泄排泄排泄コントロコントロコントロコントロ－－－－ルルルル機能機能機能機能のののの向上向上向上向上

頸部頸部頸部頸部・・・・躯幹筋躯幹筋躯幹筋躯幹筋のののの弱化予防弱化予防弱化予防弱化予防

腹圧腹圧腹圧腹圧のののの上昇上昇上昇上昇

排泄排泄排泄排泄にににに有利有利有利有利なななな膀胱膀胱膀胱膀胱・・・・直腸直腸直腸直腸

排泄排泄排泄排泄のののの自立自立自立自立
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正しい座位姿勢

ギャジアップとはギャジアップとはギャジアップとはギャジアップとは異異異異なるなるなるなる

執筆執筆執筆執筆
：：：：野尻晋一野尻晋一野尻晋一野尻晋一
（（（（介護老人保健施設清雅苑副施設長介護老人保健施設清雅苑副施設長介護老人保健施設清雅苑副施設長介護老人保健施設清雅苑副施設長、、、、理学療法士理学療法士理学療法士理学療法士））））
大久保智明大久保智明大久保智明大久保智明
（（（（訪問訪問訪問訪問リハビリテーションセンターリハビリテーションセンターリハビリテーションセンターリハビリテーションセンター清雅苑主任清雅苑主任清雅苑主任清雅苑主任、、、、理学療法士理学療法士理学療法士理学療法士））））

骨盤骨盤骨盤骨盤がががが立立立立ってるってるってるってる状態状態状態状態
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日頃の生活から様子を把握しよう
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食 事

食事食事食事食事のののの理解理解理解理解・・・・態度態度態度態度 摂取量摂取量摂取量摂取量

回数回数回数回数

食形態食形態食形態食形態(常食常食常食常食・・・・粥粥粥粥）））） ・・・・内容内容内容内容

口口口口までまでまでまで運運運運ぶぶぶぶ

咀嚼咀嚼咀嚼咀嚼

口腔口腔口腔口腔

食食食食べるべるべるべる動作動作動作動作 義歯義歯義歯義歯のののの有無有無有無有無・・・・適合適合適合適合

清潔清潔清潔清潔

嚥下嚥下嚥下嚥下

環境環境環境環境

場所場所場所場所（（（（食堂食堂食堂食堂・ベッド・ベッド・ベッド・ベッド等等等等））））

姿勢姿勢姿勢姿勢

食事の着眼点

箸箸箸箸・スプーン・スプーン・スプーン・スプーン操作操作操作操作

意欲意欲意欲意欲（（（（食欲食欲食欲食欲））））

食物食物食物食物のののの認識認識認識認識
特徴特徴特徴特徴のののの理解理解理解理解

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

誰誰誰誰とととと

口口口口のアセスメントのアセスメントのアセスメントのアセスメント
歯科医師歯科医師歯科医師歯科医師

歯科栄養士等歯科栄養士等歯科栄養士等歯科栄養士等

管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士
栄養士栄養士栄養士栄養士
主治医主治医主治医主治医

ＰＴＰＴＰＴＰＴ
ＯＴＯＴＯＴＯＴ等等等等
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やわらかい食事からはじまる口腔機能の廃用症候群

常食

歯歯歯歯・・・・歯歯歯歯ぐきのぐきのぐきのぐきの不調不調不調不調？？？？むせむせむせむせ？？？？

やわらかい食事

開口度↓咀嚼回数が減少
舌突出度↓舌の動きが減少

廃用症候群廃用症候群廃用症候群廃用症候群
(口腔機能低下口腔機能低下口腔機能低下口腔機能低下)

きざみ食
お粥

トロミ食

ミキサ－食

ぺ－スト食

咀嚼回数が↓

＊食べる力が弱まったのでは
なく「食べ方」を忘れた

ミキサ－食
では食生活
が下がる
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移動の着眼点

補助具補助具補助具補助具

種類種類種類種類

使使使使いいいい方方方方のののの理解理解理解理解・・・・記憶記憶記憶記憶

疾患疾患疾患疾患（（（（脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中･パーキンソン･パーキンソン･パーキンソン･パーキンソン等等等等））））

移動能力移動能力移動能力移動能力

必要必要必要必要なななな場所場所場所場所(屋内屋内屋内屋内・・・・屋外屋外屋外屋外)

歩行歴歩行歴歩行歴歩行歴
（（（（いついついついつ頃頃頃頃までまでまでまで歩歩歩歩いていたかいていたかいていたかいていたか））））

体力体力体力体力

移 動

注意注意注意注意・・・・判断判断判断判断

危険回避危険回避危険回避危険回避

歩行障害歩行障害歩行障害歩行障害のののの背景背景背景背景

距離距離距離距離

耐久力耐久力耐久力耐久力

安定性安定性安定性安定性

ＰＴＰＴＰＴＰＴ
ＯＴＯＴＯＴＯＴ等等等等
福祉用具福祉用具福祉用具福祉用具

主治医主治医主治医主治医
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洗洗洗洗えるかえるかえるかえるか

入浴行為入浴行為入浴行為入浴行為のののの受受受受けけけけ入入入入れれれれ（（（（拒否拒否拒否拒否はないかはないかはないかはないか））））浴室浴室浴室浴室のののの場所場所場所場所のののの理解理解理解理解

上半身上半身上半身上半身

下半身下半身下半身下半身

頭髪頭髪頭髪頭髪

入 浴

湯船湯船湯船湯船のののの出入出入出入出入りりりり動作動作動作動作

入浴の着眼点

ＰＴＰＴＰＴＰＴ
ＯＴＯＴＯＴＯＴ等等等等
ヘルパヘルパヘルパヘルパ－－－－
住宅改修住宅改修住宅改修住宅改修
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排 泄

自発的自発的自発的自発的にトイレににトイレににトイレににトイレに行行行行けるかけるかけるかけるか
（（（（誘導誘導誘導誘導がががが必要必要必要必要か・か・か・か・拒否拒否拒否拒否はないかはないかはないかはないか））））

排泄動作排泄動作排泄動作排泄動作

トイレのトイレのトイレのトイレの場所場所場所場所のののの理解理解理解理解

ズボン･パンツズボン･パンツズボン･パンツズボン･パンツ
をををを下下下下げるげるげるげる

水水水水をををを流流流流すすすす

おおおお尻尻尻尻をををを拭拭拭拭くくくく

尿尿尿尿・・・・便意便意便意便意のののの有無有無有無有無

排泄の着眼点

便器便器便器便器へのへのへのへの乗乗乗乗りりりり移移移移りりりり

トイレまでのトイレまでのトイレまでのトイレまでの移動移動移動移動
(下着下着下着下着のののの汚汚汚汚れはないかれはないかれはないかれはないか））））

便器便器便器便器のののの中中中中にににに排泄排泄排泄排泄
（（（（周囲周囲周囲周囲をををを汚汚汚汚さないさないさないさない））））

後始末後始末後始末後始末

ズボン・パンツをズボン・パンツをズボン・パンツをズボン・パンツを上上上上げるげるげるげる

ＰＴＰＴＰＴＰＴ
ＯＴＯＴＯＴＯＴ等等等等
福祉用具福祉用具福祉用具福祉用具
ヘルパヘルパヘルパヘルパ－－－－
住宅改修住宅改修住宅改修住宅改修
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更 衣

汚汚汚汚れれれれ物物物物とととと綺麗綺麗綺麗綺麗なななな物物物物のののの区別区別区別区別

上衣上衣上衣上衣・・・・下衣下衣下衣下衣のののの区別区別区別区別

準備準備準備準備(服服服服をををを揃揃揃揃えるえるえるえる））））

更衣の着眼点

着衣着衣着衣着衣

季節季節季節季節にににに合合合合ったったったった服装服装服装服装

目的目的目的目的にににに合合合合ったったったった服装服装服装服装

前後前後前後前後・・・・表裏表裏表裏表裏のののの区別区別区別区別

着着着着るるるる順番順番順番順番

ボタンボタンボタンボタン
ファスナーファスナーファスナーファスナー操作操作操作操作

脱衣脱衣脱衣脱衣

ボタン・ファスナーボタン・ファスナーボタン・ファスナーボタン・ファスナー操作操作操作操作

手足手足手足手足のののの動動動動きききき
（（（（袖袖袖袖からからからから腕腕腕腕をををを抜抜抜抜くくくく、、、、足足足足をををを抜抜抜抜くくくく））））

ＯＴＯＴＯＴＯＴ等等等等
ヘルパヘルパヘルパヘルパ－－－－
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仕分仕分仕分仕分けけけけ

服薬管理
飲飲飲飲むむむむ回数回数回数回数

1回回回回のののの量量量量

服薬動作服薬動作服薬動作服薬動作

口口口口にににに入入入入れるれるれるれる

水水水水とととと一緒一緒一緒一緒にににに飲飲飲飲みみみみ込込込込むむむむ

包包包包みからみからみからみから薬薬薬薬をををを取取取取りりりり出出出出すすすす

保管方法保管方法保管方法保管方法

服薬管理の着眼点

薬薬薬薬のののの保管保管保管保管

紛失紛失紛失紛失しないしないしないしない

飲飲飲飲みみみみ方方方方のののの理解理解理解理解

1回回回回のののの種類種類種類種類

記憶記憶記憶記憶（（（（飲飲飲飲んだかどうかんだかどうかんだかどうかんだかどうか））））

ヘルパヘルパヘルパヘルパ－－－－
看護師看護師看護師看護師
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脱水の知識

基礎体力

身体機能

意
欲

環境

体力が低下するとＡＤＬもＩＡＤＬも低下していく．

マヒなどの固定した機能,「脱水」を含む何ら
かの（急性の）病気も機能を左右する．

実際にはもう少し自分でできるはずなのに,
意欲がないために介助に委ねている例は多い．

「物理的環境」－家屋構造など
※手すりがないために伝い歩きができない,

「人的環境」家族(介護者)やサービススタッフ

など
※過保護

※病気の受容

離床・生活の広がり

基礎知識基礎知識

超えねばならぬこの一線



水の重要性

水が細胞を活性化させ、身体と意識の両面を活性化させていく

認知症状認知症状認知症状認知症状

コミュケコミュケコミュケコミュケ－－－－ションションションション

尿便意尿便意尿便意尿便意・・・・抑制抑制抑制抑制

意識意識意識意識↑↑↑↑
覚醒覚醒覚醒覚醒↑↑↑↑

身体身体身体身体のののの
活動性活動性活動性活動性↑↑↑↑

歩行歩行歩行歩行

諸活動諸活動諸活動諸活動

細胞細胞細胞細胞のののの活性化活性化活性化活性化

細胞細胞細胞細胞のののの快適環境快適環境快適環境快適環境 代謝代謝代謝代謝のののの活性化活性化活性化活性化

水
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必要な1日の水分量は・・・

体内体内体内体内でででで栄養素栄養素栄養素栄養素がががが燃焼燃焼燃焼燃焼することですることですることですることで発発発発
生生生生するするするする水分 200水分 200水分 200水分 200～300ｍｌ～300ｍｌ～300ｍｌ～300ｍｌ

糞 便糞 便糞 便糞 便
200～300200～300200～300200～300mlmlmlml

出出出出

排 尿排 尿排 尿排 尿
1500ml1500ml1500ml1500ml

出出出出

汗汗汗汗・・・・呼吸呼吸呼吸呼吸
７７７７00ml00ml00ml00ml～～～～１０００１０００１０００１０００ｍｌｍｌｍｌｍｌ

出出出出

日頃日頃日頃日頃、、、、どんなどんなどんなどんな湯飲湯飲湯飲湯飲みみみみ
でででで飲飲飲飲んでますかんでますかんでますかんでますか？？？？

水の出入れ

入入入入

ただしただしただしただし，，，，主治医主治医主治医主治医からからからから水分制限水分制限水分制限水分制限ささささ
れてるれてるれてるれてる方方方方はははは必必必必ずずずず主治医主治医主治医主治医のののの指示指示指示指示をををを
守守守守ってくださいってくださいってくださいってください

飲料水
１５００ｍｌ

食物に含まれる
水分

700～1000ｍｌ

入入入入

あらあらあらあら！！！！夫夫夫夫はははは
飲飲飲飲んでるとんでるとんでるとんでると思思思思ってってってって
いたのにいたのにいたのにいたのに少少少少ないないないない！！！！

体内体内体内体内のののの60％％％％はははは水分水分水分水分

細胞細胞細胞細胞がががが燃燃燃燃えるとえるとえるとえると水水水水とととと炭酸炭酸炭酸炭酸ガスがガスがガスがガスが出出出出るるるる
エネルギエネルギエネルギエネルギ－－－－がががが生産生産生産生産→→→→燃焼水燃焼水燃焼水燃焼水

ご飯・カボチャ、ホウレンソウ
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一日に必要な水分＝５０ﾐﾘﾘｯﾄﾙ／体重１㎏

水分摂取方法

①体内で代謝により生成される水分（燃焼水）…

②食事により吸収される水分（固形食）…

③直接口から摂取する水分（飲水）…

７００

２００

最小量 最大量

３００

１，０００

①＋② ９００ １，３００

１，６００ １，２００

～

～

＝ ＝

（５０㎏の人では、２，５００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ必要）

５０㎏の人が口から摂取する水分は、１，２００～１，６００ﾐﾘﾘｯﾄﾙ必要

http://www.nmeisui.com/よりwww.water-information.net/content/health/need/ - 15k

お年寄りは日常的には最低1300ｍｌはとっていなければならない
1500ｍｌが理想的ですが、そのそのそのその日日日日のののの気温気温気温気温やそのやそのやそのやその人人人人のののの活動状態活動状態活動状態活動状態やいろいろなやいろいろなやいろいろなやいろいろな

条件条件条件条件で、1500ｍｌをとっても脱水症を起こす人がいます

～
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尿－老廃物の排泄

人間の身体はどれだけ水を排泄してるか→尿として健康成人は1500ｍｌ放出
↓

尿を出さなければ体内から老廃物を捨てれない
↓

老廃物を捨てれないと→人は｢尿毒症」を起こす

尿尿尿尿がががが老廃物老廃物老廃物老廃物をををを捨捨捨捨てるてるてるてる

老廃物

腎 腎

尿尿尿尿

人間が1日に身体の中でつくり出す老廃物
を、身体の外に捨てるために最小限必要な
尿量は→健康成人800ｍｌ

老人は尿の濃縮力が下がっているために
余分な水が必要→高齢者1000ｍｌ
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不感蒸泄・発汗・呼吸 熱中症対策
皮膚から何のために発汗してるか

人間の体温は
中心部で38度

↓
うまく外に捨てないと
中心体温が↑熱中症
という病気を起こす

36.5度は熱を
捨てていった
後の温度

防防防防ぐためにぐためにぐためにぐために皮膚皮膚皮膚皮膚やややや肺肺肺肺のののの中中中中からからからから
吐吐吐吐きききき出出出出すすすす空気空気空気空気のののの呼気呼気呼気呼気のののの中中中中にににに
含含含含まれてるまれてるまれてるまれてる湿気湿気湿気湿気がががが、、、、身体身体身体身体のののの熱熱熱熱をををを
捨捨捨捨てていってくれるのであるてていってくれるのであるてていってくれるのであるてていってくれるのである
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脱水症による影響は運動と意識などの精神活動におよぶ

脱水症

（水分不足）

運動能力運動能力運動能力運動能力 覚醒覚醒覚醒覚醒・・・・意識意識意識意識

身体活動力低下身体活動力低下身体活動力低下身体活動力低下 認知症認知症認知症認知症のののの症状悪化症状悪化症状悪化症状悪化

死死死死

脱水を起こさせない水分量
（小松光代・岡本寧子・木村みさか在宅要介護高齢者
の脱水予防のための基礎研究・・日本在宅ケア学会誌）

夏期：２７００ｍｌ (飲水 １６２０ｍｌ)
冬期：２２００ｍｌ （飲水 １３２０ｍｌ）
総水分量のうち飲料として飲む水分を６０％
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①①①① 体液量(水)体液量(水)体液量(水)体液量(水)がががが少少少少ないないないない

② 腎機能

腎機能低下→老廃物を尿として出す時の濃縮力低下→老廃物を捨てるのに

たくさんの水が必要→歳をとると総尿量が増える＝尿量増加

③ 感覚機能低下 のどの乾きを感じにくい

④④④④ そのそのそのその他 習慣他 習慣他 習慣他 習慣・・・・水分水分水分水分をををを控控控控えるえるえるえる

⑤ 脱水を起こしやすい疾患

慢性疾患：糖尿病・腎臓病

急性疾患：下痢・嘔吐 発熱

「脱水の原因」

直ぐに受診しましょう

体内体内体内体内にににに蓄積蓄積蓄積蓄積されていたされていたされていたされていた水水水水をををを出出出出してしてしてして
くれるくれるくれるくれる組織組織組織組織はおもにはおもにはおもにはおもに「「「「筋肉筋肉筋肉筋肉」」」」
つまりつまりつまりつまり予備予備予備予備タンクとなるタンクとなるタンクとなるタンクとなる筋肉筋肉筋肉筋肉がががが少少少少ないないないない
からですからですからですからです

・腎臓病は尿の濃縮力が落ちてくるから
尿量は増えてその反動で脱水症を起こす

・糖尿病の症状に多尿症がある
血液の中に余分に存在してる糖を、腎臓か
ら排泄しようとするあまり尿を増やして
その糖を捨てようとする

病名病名病名病名にににに糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病・・・・慢性腎不全慢性腎不全慢性腎不全慢性腎不全、、、、腎機能低下腎機能低下腎機能低下腎機能低下をををを
みたらみたらみたらみたら「「「「脱水脱水脱水脱水になりやすいになりやすいになりやすいになりやすい」」」」とととと要要要要チエックチエックチエックチエック！！！！

赤赤赤赤ちゃんとちゃんとちゃんとちゃんと筋肉筋肉筋肉筋肉がががが少少少少ないおないおないおないお年年年年よりよりよりより
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１１１１日目日目日目日目

尿量減少 嘔 気

発熱
元気元気元気元気がなくなるがなくなるがなくなるがなくなる
居眠居眠居眠居眠りしがちであるりしがちであるりしがちであるりしがちである

動動動動きがきがきがきが落落落落ちてちてちてちて介助量介助量介助量介助量がががが増増増増えるえるえるえる
認知症症状認知症症状認知症症状認知症症状がががが激激激激しくなるしくなるしくなるしくなる

傾 眠傾 眠傾 眠傾 眠

精神症状精神症状精神症状精神症状 （（（（うわごとうわごとうわごとうわごと,せんせんせんせん妄妄妄妄,幻覚幻覚幻覚幻覚））））

皮膚の乾燥

高齢者高齢者高齢者高齢者はははは代謝代謝代謝代謝のののの関係関係関係関係
平熱平熱平熱平熱が35が35が35が35度度度度というというというという人人人人
がほとんどがほとんどがほとんどがほとんど
たとえばたとえばたとえばたとえば平熱平熱平熱平熱がががが
36℃36℃36℃36℃ならば36.5(ならば36.5(ならば36.5(ならば36.5(微熱)微熱)微熱)微熱)

・うつらうつらする
・つじつまの合わない
ことをいう

脱水になるとどんな症状がでるでしょうか

食欲が落ちた

微熱がつづく

脇の下が乾いてる

舌の表面が乾いてる

・無口になった
便秘になった

指先が冷たい

口の中が乾いてる

暑いのに汗をかかない

・頭痛や筋肉痛がある
・体のあちこちの痛みを

訴える

循環障害
意識障害
機能障害

唾液の量が減った
たんの量が減った

熱を測ってみましょうと・・・

２２２２日目日目日目日目

脱水脱水脱水脱水でででで寝込寝込寝込寝込むむむむ 痰痰痰痰にににに最近最近最近最近がががが感染感染感染感染 肺炎肺炎肺炎肺炎
※※※※もとをただせばもとをただせばもとをただせばもとをただせば脱水症脱水症脱水症脱水症

若い世代では｢平熱｣は36.5℃くらい
0.5℃ほど上昇すると微熱と言われてる
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心不全リスク管理

慢性心不全の症状：歩行時の疲労・動機・息切れ・狭心痛
他にむくみ・食欲不振

◆水分制限なし
心不全 風呂後症状なし

症状：動悸・疲労感・狭心痛・圧迫感を生じない→軽度１

リスク管理は，「体重測定」：“むくみ“
1週間に２ｋｇの体重増加あれば
心不全の再発

コラム

ただしただしただしただし，，，，主治医主治医主治医主治医からからからから水分制限水分制限水分制限水分制限されてるされてるされてるされてる方方方方はははは必必必必ずずずず主治医主治医主治医主治医のののの指示指示指示指示をををを守守守守ってくださいってくださいってくださいってください

ＮＹＨＡ（ＮＹＨＡ（ＮＹＨＡ（ＮＹＨＡ（ニュニュニュニュ－－－－ヨヨヨヨ－－－－クククク心臓病協会心臓病協会心臓病協会心臓病協会））））心機能分類心機能分類心機能分類心機能分類１１１１～～～～ⅣⅣⅣⅣ度度度度
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環境を整える→意欲の向上に

基礎体力

身体機能

意
欲

環境

体力が低下するとＡＤＬもＩＡＤＬも低下していく．

マヒなどの固定した機能,「脱水」を含む何ら
かの（急性の）病気も機能を左右する．

実際にはもう少し自分でできるはずなのに,
意欲がないために介助に委ねている例は多い．

「物理的環境」－家屋構造など
※手すりがないために伝い歩きができない,

「人的環境」家族(介護者)やサービススタッフ

など
※過保護

※病気の受容

離床・生活の広がり

基礎知識基礎知識

超えねばならぬこの一線

脱 水



客観視

ストレスのストレスのストレスのストレスの
軽減軽減軽減軽減

生活空間
の拡大

心理的
回復

活動へ
の参加

活動性の向上
（心身）

家族関係の改善

対象者対象者対象者対象者

他介護者
との交流

介護からの
一時的開放

介護者介護者介護者介護者

自由時間の獲得

参加の場：通所事業・通いの場のもつ力

• 対象者にばかり目が向かってしまい,家族のＱＯＬに考えが及ばないことが少なくない
• ケアマネジメントは、常に｢対象者と家族｣の両方のＱＯＬを考えなくてはならない
• 通所には、両者のＱＯＬを向上させる利点がある．

• 対象者にばかり目が向かってしまい,家族のＱＯＬに考えが及ばないことが少なくない
• ケアマネジメントは、常に｢対象者と家族｣の両方のＱＯＬを考えなくてはならない
• 通所には、両者のＱＯＬを向上させる利点がある．

社会
交流
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対人サ－ビスにかかわるすべての専門職に
求められるもの

◆何よりも人間への畏敬の念と、人間的温温温温かみかみかみかみと熱意

◆冷静冷静冷静冷静なる知識の目と技術を通して相手へ接近

基礎知識・基礎理論

寝たきり・認知症高齢者

30



認知症高齢者の
理論とケア

認知症認知症認知症認知症はははは
軽減軽減軽減軽減できるできるできるできる！！！！！！！！

現実現実現実現実にににに
可能可能可能可能なのなのなのなの？？？？
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正常正常正常正常にににに発達発達発達発達したしたしたした脳脳脳脳がいろいろながいろいろながいろいろながいろいろな原因原因原因原因でででで脳脳脳脳

細胞細胞細胞細胞がががが死死死死んでんでんでんでしまったりしまったりしまったりしまったり、、、、働働働働きがきがきがきが悪悪悪悪くなっくなっくなっくなっ

たためにさまざまなたためにさまざまなたためにさまざまなたためにさまざまな障害障害障害障害がががが起起起起こっているこっているこっているこっている状態状態状態状態

ありふれたありふれたありふれたありふれた病気病気病気病気

関わり方で病気の進行が左右します。

認知症とはどういうものか？
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介護介護介護介護サービスサービスサービスサービス
事業所事業所事業所事業所

医療機関医療機関医療機関医療機関
医師会医師会医師会医師会

専門医受診専門医受診専門医受診専門医受診

地域住民地域住民地域住民地域住民
企業企業企業企業

ボランティアボランティアボランティアボランティア

家族会家族会家族会家族会

警察警察警察警察
消防署消防署消防署消防署
郵便局郵便局郵便局郵便局

行政行政行政行政
包括支援包括支援包括支援包括支援
センタセンタセンタセンタ－－－－

身体

地域関係者地域関係者地域関係者地域関係者
（（（（住民住民住民住民、、、、行政行政行政行政、、、、保健保健保健保健、、、、医療医療医療医療、、、、
福祉関係者福祉関係者福祉関係者福祉関係者などなどなどなど））））のネットのネットのネットのネット
ワークによるワークによるワークによるワークによる支援支援支援支援

認知症認知症認知症認知症のののの早期発見早期発見早期発見早期発見、、、、相談機能相談機能相談機能相談機能のののの強化強化強化強化、、、、専門人材専門人材専門人材専門人材のののの育成育成育成育成。。。。

認知症認知症認知症認知症とととと
身体身体身体身体はははは密密密密
接接接接にににに関係関係関係関係

「「「「徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練」「」「」「」「認知症認知症認知症認知症サポサポサポサポ－－－－タタタタ－－－－養成養成養成養成」」」」
といったといったといったといった認知症認知症認知症認知症のののの方方方方をとりまくをとりまくをとりまくをとりまく｢｢｢｢周囲周囲周囲周囲｣｣｣｣のののの環境環境環境環境をををを
整整整整えるえるえるえる施策施策施策施策はははは連携図式連携図式連携図式連携図式にようににようににようににように実施実施実施実施されてるが・・・されてるが・・・されてるが・・・されてるが・・・

・24・24・24・24時間対応時間対応時間対応時間対応のののの在宅在宅在宅在宅ササササ－－－－ビスのビスのビスのビスの充実充実充実充実
・・・・認知症認知症認知症認知症ササササ－－－－ビスのビスのビスのビスの充実充実充実充実 いくらいくらいくらいくら周周周周りがりがりがりが理解理解理解理解してしてしてして

いてもいてもいてもいても認知症認知症認知症認知症のののの症状症状症状症状がががが
解決解決解決解決しないしないしないしない！！！！

地域包括地域包括地域包括地域包括ケアシステムケアシステムケアシステムケアシステム

認知症認知症認知症認知症サポサポサポサポ－－－－タタタタ－－－－
養成講座養成講座養成講座養成講座

徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練

認知症認知症認知症認知症はははは正正正正しししし
いいいい知識知識知識知識とととと適切適切適切適切
なケアでなケアでなケアでなケアで予防予防予防予防
やややや改善改善改善改善がががが可能可能可能可能
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認知症の症状を改善する
ための基礎知識

34

自宅自宅自宅自宅ではではではでは→→→→朝6時朝6時朝6時朝6時にににに起床起床起床起床しししし，，，，洗面洗面洗面洗面したあとにしたあとにしたあとにしたあとに朝食作朝食作朝食作朝食作り・・・・り・・・・り・・・・り・・・・平凡平凡平凡平凡なななな行動行動行動行動

これがこれがこれがこれが自宅自宅自宅自宅ではなくではなくではなくではなく旅先旅先旅先旅先のホテルだと・・・のホテルだと・・・のホテルだと・・・のホテルだと・・・｢｢｢｢朝食作朝食作朝食作朝食作りりりり｣｣｣｣はははは行行行行いませんいませんいませんいません

自宅自宅自宅自宅とホテルのとホテルのとホテルのとホテルの｢｢｢｢状況状況状況状況」」」」のちがいのちがいのちがいのちがい！！！！

｢｢｢｢状況状況状況状況」」」」にににに正正正正しくしくしくしく行動行動行動行動していくにはしていくにはしていくにはしていくには，，，，まずまずまずまず状況状況状況状況をををを正正正正しくしくしくしく｢｢｢｢認知認知認知認知｣｣｣｣するするするする
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認識

理解 判断

※※※※今日今日今日今日はははは７７７７月月月月７７７７日 月曜日 午前日 月曜日 午前日 月曜日 午前日 月曜日 午前６６６６時時時時であるとであるとであるとであると知知知知るるるる、、、、これがこれがこれがこれが““““認識認識認識認識””””

※※※※今日今日今日今日はははは高知市高知市高知市高知市のののの施設研修会施設研修会施設研修会施設研修会

日日日日であるであるであるである““““理解理解理解理解””””

「「「「判断判断判断判断」：」：」：」：自分自分自分自分のとるべきのとるべきのとるべきのとるべき行動行動行動行動

※※※※遅遅遅遅れないようにれないようにれないようにれないように

会場会場会場会場にににに入入入入ろうとろうとろうとろうと““““判断判断判断判断””””

｢認知｣とは、状況を認識し、理解し、判断する
総合的な精神の働き。

朝,目が覚める
“ここはどこ“

ふとんから起きて
行動を開始する 身支度して

出勤する

私たち(金田)は身体を動かすこと

によって周囲の状況状況状況状況に適した

行動を「認知認知認知認知」している
今日も良いお天気で気持ち良い
スイセンの花がきれい！

「「「「認識認識認識認識」：」：」：」：今自分今自分今自分今自分がおかれているがおかれているがおかれているがおかれている「「「「場場場場」」」」

「「「「理解理解理解理解」：」：」：」：そのそのそのその場場場場とととと自分自分自分自分のののの関係関係関係関係
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今今今今、、、、どこにどこにどこにどこにいるのかいるのかいるのかいるのか（認識）

なぜなぜなぜなぜここにいるのかここにいるのかここにいるのかここにいるのか（理解）

どのようにどのようにどのようにどのようにふるまうふるまうふるまうふるまうべきかべきかべきかべきか（判断）

などがちゃんとなどがちゃんとなどがちゃんとなどがちゃんと分分分分かっていないことかっていないことかっていないことかっていないこと。。。。

体が動かないと周囲の「状況」を認知できない

つまりつまりつまりつまり、、、、状況状況状況状況をををを正正正正しくしくしくしく認知認知認知認知できないことをできないことをできないことをできないことを

「「「「認知障害認知障害認知障害認知障害」」」」といいますといいますといいますといいます。。。。

認知症認知症認知症認知症
になったになったになったになった方方方方、、、、
さらにさらにさらにさらに重症重症重症重症
になっていになっていになっていになってい
くにつれてくにつれてくにつれてくにつれて
「「「「体体体体のののの動動動動きききき
がががが悪悪悪悪くなくなくなくな

るるるる」」」」ことにことにことにことに
おおおお気気気気づきかづきかづきかづきか
とととと思思思思いますいますいますいます

逆に言
えば

“認知症になると体の動きが悪くなる“と考えがちですが
むしろその逆で“体の動きが悪くなるから認知症に”と

身体が動かないと周囲の状況を認知できない

事例からみてみましょう
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事例紹介
67才男性，Ｏ氏9ヶ月間入院

病気で身体を動かせない

体体体体がががが動動動動かないとかないとかないとかないと周囲周囲周囲周囲のののの状況状況状況状況をををを認知出来認知出来認知出来認知出来ないないないない

ここはここはここはここは、、、、どういうどういうどういうどういう場場場場なのなのなのなの？ （？ （？ （？ （認識認識認識認識））））
自分自分自分自分はははは、、、、何故何故何故何故、、、、ここにいるのここにいるのここにいるのここにいるの？（？（？（？（理解理解理解理解））））
自分自分自分自分はははは、、、、どうすればいいのどうすればいいのどうすればいいのどうすればいいの？（？（？（？（判断)判断)判断)判断)

くもくもくもくも膜下出血膜下出血膜下出血膜下出血

左不全麻痺左不全麻痺左不全麻痺左不全麻痺とととと高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害（（（（認知症認知症認知症認知症））））

食事風景食事風景食事風景食事風景

口腔口腔口腔口腔ケアケアケアケア

ゲゲゲゲ－－－－ムのムのムのムの得点計算得点計算得点計算得点計算がががが出来出来出来出来る・る・る・る・尿意尿意尿意尿意・・・・便意便意便意便意をををを訴訴訴訴えるえるえるえる

水分300水分300水分300水分300～400ｍｌ～400ｍｌ～400ｍｌ～400ｍｌ全全全全がゆ・がゆ・がゆ・がゆ・体重36体重36体重36体重36kgkgkgkg

体重体重体重体重：42.9：42.9：42.9：42.9kgkgkgkg

ぼ－っとしてる
無反応・無気力

水分量1500水分量1500水分量1500水分量1500ｍｌｍｌｍｌｍｌ
食事食事食事食事はははは普通食普通食普通食普通食

認知力低下認知力低下認知力低下認知力低下
脱水・低栄養
低活動・便秘
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認知機能低下がすべて
認知症に移行しない

体の動きと密接な関係

「水不足・低栄養・低活動・便秘」
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運動不足運動不足運動不足運動不足
脱水脱水脱水脱水

骨折骨折骨折骨折
痛痛痛痛みみみみ

かゆみかゆみかゆみかゆみ

意識意識意識意識レベルのレベルのレベルのレベルの低下低下低下低下
血液内血液内血液内血液内のののの水分量水分量水分量水分量がががが低下低下低下低下

「「「「ドロドロドロドロドロドロドロドロ血血血血」」」」になりになりになりになり、、、、脳脳脳脳のののの
血液循環血液循環血液循環血液循環をををを低下低下低下低下させさせさせさせ意識意識意識意識レベレベレベレベ
ルがルがルがルが低下低下低下低下してしてしてして““““ぼんやりぼんやりぼんやりぼんやり””””しししし
ますますますます 日中日中日中日中のののの傾眠傾眠傾眠傾眠もももも考考考考ええええ
れるれるれるれる

寝寝寝寝たりたりたりたり起起起起きたり・きたり・きたり・きたり・寝寝寝寝たきりのたきりのたきりのたきりの生活状態生活状態生活状態生活状態
““““運動運動運動運動のののの足足足足りないりないりないりない生活生活生活生活””””

““““体体体体のののの動動動動きをきをきをきを鈍鈍鈍鈍くしてくしてくしてくして認知力認知力認知力認知力をををを失失失失わわわわ
せせせせ”””” 低体力低体力低体力低体力，，，，
食欲低下食欲低下食欲低下食欲低下からからからから小食小食小食小食。。。。
低活動低活動低活動低活動はははは血液血液血液血液のののの循環循環循環循環はははは低下低下低下低下しししし、、、、脳脳脳脳のののの血血血血
液循環液循環液循環液循環がががが悪悪悪悪くなりますくなりますくなりますくなります

自律神経系自律神経系自律神経系自律神経系のののの働働働働きがきがきがきが
活発活発活発活発にににに““““いらいらいらいらいらいらいらいら””””
してしてしてして情緒不安定情緒不安定情緒不安定情緒不安定になるになるになるになる
「「「「情緒的不穏情緒的不穏情緒的不穏情緒的不穏のののの興奮興奮興奮興奮」」」」

エネルギエネルギエネルギエネルギ－－－－はははは食食食食べべべべ物物物物からからからから
作作作作られてますられてますられてますられてます。。。。
１１１１日日日日のののの必要必要必要必要なななな食事量食事量食事量食事量がががが少少少少
ないないないない，，，，食食食食べてもべてもべてもべても消化吸収消化吸収消化吸収消化吸収
がうまくいかないがうまくいかないがうまくいかないがうまくいかない

低栄養低栄養低栄養低栄養
「「「「体力体力体力体力」」」」がががが低低低低くくくく動動動動けないけないけないけない

水分・栄養・便・運動(身体不調)が崩れると、認知力低下へ

低栄養低栄養低栄養低栄養 便秘便秘便秘便秘

覚醒水準覚醒水準覚醒水準覚醒水準 

食事食事食事食事へのへのへのへの意欲低下意欲低下意欲低下意欲低下

唾液分泌唾液分泌唾液分泌唾液分泌のののの低下低下低下低下

口腔口腔口腔口腔のののの働働働働きのきのきのきの
不活発化不活発化不活発化不活発化

体体体体のののの動動動動きをきをきをきを
失失失失わせるわせるわせるわせる

頻回頻回頻回頻回のむせのむせのむせのむせ
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②役割・社会関係の希薄

①体の活動性低下

①脱水：水分不足

②低栄養：栄養不足

③低活動：運動不足
寝たきり

→外出しない
④便秘

⑤急性の病気
けが・痛み
骨折→体の動き↓

夫夫夫夫のののの事故死 独居 閉事故死 独居 閉事故死 独居 閉事故死 独居 閉じこもりじこもりじこもりじこもり
配偶者配偶者配偶者配偶者のののの死 役職死 役職死 役職死 役職をををを退退退退いたいたいたいた
ベットにベットにベットにベットに寝寝寝寝たままのたままのたままのたままの生活等生活等生活等生活等

認知力の低下

身体不調身体不調身体不調身体不調

40

昼夜逆転・異食・もの盗られ妄想・作話
感情的になり怒る・徘徊・収集癖・帰宅願望
ぼ－っとしてる・無関心・無反応・鬱状態

物忘物忘物忘物忘れれれれ、、、、何度何度何度何度もももも同同同同じことをいうじことをいうじことをいうじことをいう
勘違勘違勘違勘違いいいい、、、、間違間違間違間違いをするいをするいをするいをする
道道道道をををを間違間違間違間違える ・える ・える ・える ・服薬管理困難服薬管理困難服薬管理困難服薬管理困難
入入入入りりりり口口口口がわからない・がわからない・がわからない・がわからない・尿失敗尿失敗尿失敗尿失敗
小銭小銭小銭小銭がががが使使使使えない・ぼえない・ぼえない・ぼえない・ぼ－－－－っとしてるっとしてるっとしてるっとしてる
車車車車のののの運転運転運転運転でででで道道道道をををを間違間違間違間違えるえるえるえる
部屋部屋部屋部屋がわからない・ゴミでがわからない・ゴミでがわからない・ゴミでがわからない・ゴミで散乱散乱散乱散乱

体の動きを失わせる原因

認知症を引きお
こすいろいろな

病気

さらにさらにさらにさらに症状症状症状症状がががが進進進進むとむとむとむと

慢性硬膜下血腫術後慢性硬膜下血腫術後慢性硬膜下血腫術後慢性硬膜下血腫術後・・・・糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病・・・・肺炎肺炎肺炎肺炎
脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症・・・・脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞・・・・慢性腎不全慢性腎不全慢性腎不全慢性腎不全
貧血貧血貧血貧血，，，，症候性症候性症候性症候性てんかん・てんかん・てんかん・てんかん・多発性脳梗塞多発性脳梗塞多発性脳梗塞多発性脳梗塞
右大腿骨骨折右大腿骨骨折右大腿骨骨折右大腿骨骨折・・・・高血圧高血圧高血圧高血圧・・・・くもくもくもくも膜下出血膜下出血膜下出血膜下出血
気管支肺炎気管支肺炎気管支肺炎気管支肺炎・・・・貧血貧血貧血貧血・・・・鬱状態鬱状態鬱状態鬱状態・・・・腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折
アルツハイマアルツハイマアルツハイマアルツハイマ－－－－型認知症型認知症型認知症型認知症・・・・右前腕骨折右前腕骨折右前腕骨折右前腕骨折・・・・胃癌胃癌胃癌胃癌
脳血管性認知症脳血管性認知症脳血管性認知症脳血管性認知症などなど・などなど・などなど・などなど・神経因性膀胱神経因性膀胱神経因性膀胱神経因性膀胱
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認知症の症状にはどんな
特徴がありますか？
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普通の物忘れと認知症の違い

普通普通普通普通のののの物忘物忘物忘物忘れれれれ

一部一部一部一部のみをのみをのみをのみを忘忘忘忘れるのでれるのでれるのでれるので
体験体験体験体験のののの他他他他のののの記憶記憶記憶記憶からからからから
忘忘忘忘れていたれていたれていたれていた内容内容内容内容をををを
思思思思いいいい出出出出すことがすことがすことがすことが出来出来出来出来るるるる

体験全体体験全体体験全体体験全体をををを忘忘忘忘れてれてれてれて
いるのでいるのでいるのでいるので、、、、思思思思いいいい出出出出すすすす
ことがことがことがことが困難困難困難困難であるであるであるである

認知症認知症認知症認知症のののの物忘物忘物忘物忘れれれれ

記憶記憶記憶記憶のののの帯帯帯帯

記憶記憶記憶記憶のののの帯帯帯帯

昼昼昼昼はははは何何何何をををを食食食食
べたかなべたかなべたかなべたかな？？？？

食食食食べてませんよべてませんよべてませんよべてませんよ

○○○○○○○○でででで買買買買ったあれったあれったあれったあれ
はははは何何何何だったかしらだったかしらだったかしらだったかしら。。。。

渡辺氏スライド提供
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正常正常正常正常にににに発達発達発達発達したしたしたした脳脳脳脳ががががいろいろないろいろないろいろないろいろな原因原因原因原因でででで

脳細胞脳細胞脳細胞脳細胞がががが死死死死んでんでんでんでしまったりしまったりしまったりしまったり、、、、働働働働きがきがきがきが悪悪悪悪くくくく

なったためになったためになったためになったためにさまざまなさまざまなさまざまなさまざまな障害障害障害障害がががが起起起起こっているこっているこっているこっている状態状態状態状態

生活生活生活生活するするするする上上上上でででで支障支障支障支障がががが出出出出てるてるてるてる状態状態状態状態→→→→

6ヶ6ヶ6ヶ6ヶ月以上継続月以上継続月以上継続月以上継続→→→→徐々徐々徐々徐々にににに進行進行進行進行

病気病気病気病気

関わり方で病気の進行が左右します。

認知症とはどういうものか？

病変病変病変病変があるがあるがあるがある

認知障害認知障害認知障害認知障害

生活障害生活障害生活障害生活障害

慢性硬膜下血腫術後慢性硬膜下血腫術後慢性硬膜下血腫術後慢性硬膜下血腫術後
糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病・・・・肺炎肺炎肺炎肺炎
脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症脳出血後遺症・・・・脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞
慢性腎不全慢性腎不全慢性腎不全慢性腎不全
貧血貧血貧血貧血，，，，症候性症候性症候性症候性てんかんてんかんてんかんてんかん
多発性脳梗塞多発性脳梗塞多発性脳梗塞多発性脳梗塞
右大腿骨骨折右大腿骨骨折右大腿骨骨折右大腿骨骨折・・・・高血圧高血圧高血圧高血圧
くもくもくもくも膜下出血膜下出血膜下出血膜下出血
気管支肺炎気管支肺炎気管支肺炎気管支肺炎・・・・貧血貧血貧血貧血
鬱状態鬱状態鬱状態鬱状態・・・・腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折腰椎圧迫骨折
アルツハイマアルツハイマアルツハイマアルツハイマ－－－－型認知症型認知症型認知症型認知症
右前腕骨折右前腕骨折右前腕骨折右前腕骨折・・・・胃癌胃癌胃癌胃癌
脳血管性認知症脳血管性認知症脳血管性認知症脳血管性認知症などなどなどなどなどなどなどなど
神経因性膀胱神経因性膀胱神経因性膀胱神経因性膀胱
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物忘れ
（中核症状）

取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく
環境環境環境環境とケアとケアとケアとケア

元々元々元々元々のののの性格素質性格素質性格素質性格素質

★★★★何何何何でもでもでもでも自分自分自分自分でやらでやらでやらでやら
ないとないとないとないと気気気気がすまないがすまないがすまないがすまない

★★★★頑固頑固頑固頑固、、、、わがままわがままわがままわがまま
★★★★気性気性気性気性がががが激激激激しいしいしいしい
★★★★こだわりのこだわりのこだわりのこだわりの強強強強いいいい人人人人

★★★★人人人人にとけにとけにとけにとけ込込込込まないまないまないまない
★★★★無趣味無趣味無趣味無趣味・・・・無口無口無口無口
★★★★非社交的非社交的非社交的非社交的 周辺症状

何枚何枚何枚何枚もももも重重重重ねねねね着着着着
訊訊訊訊ねるとねるとねるとねると「「「「あんたどちらさんあんたどちらさんあんたどちらさんあんたどちらさん」」」」
「「「「ヘルパヘルパヘルパヘルパ－－－－ですですですです」」」」とととと、、、、知知知知らないらないらないらない
何回何回何回何回もももも同同同同じじじじ事聞事聞事聞事聞くくくく

最近最近最近最近のののの事事事事をををを覚覚覚覚えてないえてないえてないえてない
困困困困ってることのってることのってることのってることの自覚自覚自覚自覚がががが出来出来出来出来ないないないない
道具道具道具道具のののの操作操作操作操作ができないができないができないができない（（（（テレビテレビテレビテレビ））））
状況状況状況状況にににに合合合合わせたわせたわせたわせた服服服服がががが着着着着れないれないれないれない
失禁失禁失禁失禁のののの始末始末始末始末ができないができないができないができない

・・・・言言言言いいいい聞聞聞聞かせるかせるかせるかせる
・・・・指示指示指示指示・・・・命令命令命令命令するするするする
・・・・問問問問いつめるいつめるいつめるいつめる
・あせりで・あせりで・あせりで・あせりで口調口調口調口調がががが

きつくなるきつくなるきつくなるきつくなる

興奮興奮興奮興奮・・・・粗暴粗暴粗暴粗暴・・・・暴力暴力暴力暴力
不穏不穏不穏不穏になる・になる・になる・になる・異食異食異食異食
被害的言動被害的言動被害的言動被害的言動・・・・嫉妬妄想嫉妬妄想嫉妬妄想嫉妬妄想
帰宅願望帰宅願望帰宅願望帰宅願望・・・・徘徊徘徊徘徊徘徊・・・・物集物集物集物集めめめめ
人集人集人集人集め・め・め・め・人物誤人人物誤人人物誤人人物誤人ぼんやりしていてぼんやりしていてぼんやりしていてぼんやりしていて周周周周りにりにりにりに無反応無反応無反応無反応

普段普段普段普段のののの体調体調体調体調
脱水脱水脱水脱水・・・・低栄養低栄養低栄養低栄養
便秘便秘便秘便秘・・・・低活動低活動低活動低活動
ケガ･かゆみ・ケガ･かゆみ・ケガ･かゆみ・ケガ･かゆみ・痛痛痛痛みみみみ

認知症の症状 治治治治りにくいりにくいりにくいりにくい

治治治治せるせるせるせる
軽減軽減軽減軽減できるできるできるできる

行動行動行動行動・・・・心理症状心理症状心理症状心理症状（ＢＰＳＤ）（ＢＰＳＤ）（ＢＰＳＤ）（ＢＰＳＤ）

神経細胞神経細胞神経細胞神経細胞
ネットワネットワネットワネットワ－－－－クククク

のののの崩壊崩壊崩壊崩壊

44



高齢期の自然な衰え(生理的な衰え)

① 財布を取りに自分の部屋へ入っても,何をしにきた

のか忘れて,また元の部屋へ戻ってしまう,という

ことがある。

② 母は,娘の所に行くのに「どこでバスを乗り換えるの

かが分からなくなったからもう行かない。」と笑いな

がら言った。

③ 老人ホームで,トイレに行こうと部屋を出たものの,ト

イレの場所が分からなくなって廊下で失敗してしまう

がいる。
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④ 独居高齢者で,ホームヘルパーに財布を盗まれたと騒ぐ

人がいる。

⑥ 大型の（ゴミ用）ポリバケツを見ると,そこに放尿する。

⑤ 仕事が残っているといって,２０年も前に退職した職場

へ出かけようとする人がいる。

一方、認知症高齢者の行動は
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～

認知力の低下から

周辺症状へ
（ＢＰＳＤ）
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これまでの認知症介護“経験と勘”を頼りに周辺症状に対処

頃具合をみて戻る

徘徊行動を受け止めて
行動をともにする

周辺症状が治まる
時間が経つと

同じ行動を繰り返す

「家に帰る」と
言って外に出る

付き添って外を歩く

興奮興奮興奮興奮・・・・粗暴粗暴粗暴粗暴・・・・暴力暴力暴力暴力
不穏不穏不穏不穏になる・になる・になる・になる・異食異食異食異食
被害的言動被害的言動被害的言動被害的言動・・・・嫉妬妄想嫉妬妄想嫉妬妄想嫉妬妄想
帰宅願望帰宅願望帰宅願望帰宅願望・・・・徘徊徘徊徘徊徘徊・・・・幻覚幻覚幻覚幻覚
幻視幻視幻視幻視・・・・物集物集物集物集め・め・め・め・人集人集人集人集めめめめ
人物誤認人物誤認人物誤認人物誤認・・・・幻聴幻聴幻聴幻聴
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周辺症状 現周辺症状 現周辺症状 現周辺症状 現れれれれ方 要因方 要因方 要因方 要因

幻覚・幻聴
興奮・暴力・暴言

粗暴・不穏・放尿
落ち着きがなく歩きま
わる・被害妄想

帰宅願望・徘徊
嫉妬妄想・放尿
もの盗られ妄想
人物誤人・拒否

夕方～夜間、早朝 脱水

週に１～２回 便秘

環境が変わった時 環境(人的・物的)への不適応

常
時

指示･命令的な言葉かけ 言葉の抑制

嫌なことをすすめた時 抑制
脱水・低栄養・低活動・低体力

一人でいる時 孤独

ぼんやりして周囲
に関心を示さない

常にぼんやりしている 無反応が常態化

嫌なことがあると興奮 低栄養・低活動・低体力

ぼ－っとしてる・元気がない 脱水・低栄養・低活動

物・人集め
異食・帰宅願望

一人でいる時 孤独・役割がない

過去に逆戻り 懐かしい物や状況に遭遇
したとき

孤独

徘徊・歩きまわ
る

環境が変わった時 環境への不適応

目的がはっきりしている 孤独

行動・心理症状（ＢＰＳＤ）の観察から要因分析が大切

い
つ

ど
こ
で

ど
の
よ
う
な
状
況
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認知症の中で最も多いタイプに“脱水”

午前午前午前午前 午後午後午後午後
正正正正
午午午午

夕夕夕夕
方方方方

夜間夜間夜間夜間

・・・・夕方夕方夕方夕方になるとになるとになるとになると
落落落落ちちちち着着着着かいないかいないかいないかいない
出出出出かけてしまうかけてしまうかけてしまうかけてしまう
ソワソワするソワソワするソワソワするソワソワする
朝方朝方朝方朝方にににに出出出出かけるかけるかけるかける
興奮興奮興奮興奮・・・・不穏状態不穏状態不穏状態不穏状態
暴言暴言暴言暴言・・・・暴力等暴力等暴力等暴力等

体を動かしてるのに
飲む水が少ないと、時間が経つ
につれて水分バランスが崩れていく
これが症状の現れてくる原因です

午前中午前中午前中午前中はははは落落落落ちちちち着着着着いていていていて穏穏穏穏やかやかやかやか

午前中はまだ水分の
バランスがとれてる。
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症状改善を目指して・・・
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高齢者の基本ケアは「水分・食事・排便・運動」
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水は生命の源であり細胞を活性化させる
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水分がケアの基本です

意識レベル↑

(覚醒水準↑）

しっかりしっかりしっかりしっかり尿意尿意尿意尿意をををを感感感感じるじるじるじる
「「「「ここはトイレでないのでここはトイレでないのでここはトイレでないのでここはトイレでないので
我慢我慢我慢我慢しようしようしようしよう」」」」とととと抑制抑制抑制抑制がががが出来出来出来出来るるるる
便意便意便意便意・・・・尿意抑制尿意抑制尿意抑制尿意抑制（（（（がまんがまんがまんがまん））））

水分水分水分水分はははは
身体身体身体身体のののの活動性活動性活動性活動性をををを
増増増増やすやすやすやす働働働働きもありきもありきもありきもあり
歩行能力歩行能力歩行能力歩行能力をををを向上向上向上向上 活動性↑ 歩行能力アップ↑

胃･大腸反射
(空腹時の水）

起立大腸反射

※※※※立立立立ったりったりったりったり歩歩歩歩いたりいたりいたりいたり
することですることですることですることで

大腸大腸大腸大腸がががが刺激刺激刺激刺激されるされるされるされる胃が刺激を受ける
大腸の動きが活発

水水水水

水分水分水分水分がががが増増増増えるとえるとえるとえると→→→→尿量尿量尿量尿量がががが増加増加増加増加
さらにはさらにはさらにはさらには尿失禁尿失禁尿失禁尿失禁がががが増増増増えるとえるとえるとえると考考考考えれるえれるえれるえれる
が・・・が・・・が・・・が・・・実実実実はははは尿意尿意尿意尿意のののの覚知覚知覚知覚知とととと抑制抑制抑制抑制にににに
よりよりよりより尿失禁尿失禁尿失禁尿失禁にはにはにはには至至至至らないらないらないらない

前頭葉前頭葉前頭葉前頭葉でのでのでのでの｢｢｢｢尿意尿意尿意尿意のののの覚知覚知覚知覚知｣｣｣｣
｢｢｢｢状況認知状況認知状況認知状況認知｣「｣「｣「｣「抑制抑制抑制抑制」「」「」「」「準備準備準備準備」」」」
「「「「排泄命令排泄命令排泄命令排泄命令」」」」一連一連一連一連のののの動動動動きはきはきはきは

脳脳脳脳のののの「「「「覚醒水準覚醒水準覚醒水準覚醒水準」」」」によってによってによってによって
支支支支えらてるえらてるえらてるえらてる

尿失禁改善尿失禁改善尿失禁改善尿失禁改善
動動動動かないでかないでかないでかないで生活生活生活生活をををを送送送送ってるってるってるってる

とととと、、、、活発活発活発活発なななな起立大腸反射起立大腸反射起立大腸反射起立大腸反射はははは

起起起起こらないこらないこらないこらない。。。。そうするとそうするとそうするとそうすると大大大大

腸内腸内腸内腸内のののの便便便便のののの移動移動移動移動がががが停滞停滞停滞停滞しがしがしがしが

ちになるちになるちになるちになる。。。。
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排尿のメカニズム

「「「「そこはトイレでないそこはトイレでないそこはトイレでないそこはトイレでない」」」」

｢｢｢｢排尿排尿排尿排尿をできるをできるをできるをできる場所場所場所場所ではではではでは
ないないないない｣｣｣｣

仙髄

脊髄

抑制抑制抑制抑制とととと排泄排泄排泄排泄のののの指令指令指令指令

※※※※脳幹脳幹脳幹脳幹：：：：動物動物動物動物としとしとしとし
てててて生存生存生存生存するためするためするためするため
のののの機能機能機能機能がぎっしがぎっしがぎっしがぎっし
りりりり詰詰詰詰まってるまってるまってるまってる

判断する
機能ではない

①①①①

②②②②

③③③③

まとめるとまとめるとまとめるとまとめると
尿失禁尿失禁尿失禁尿失禁のためにはのためにはのためにはのためには

覚醒水準覚醒水準覚醒水準覚醒水準をあげるをあげるをあげるをあげる必必必必
要要要要があるがあるがあるがある
「「「「水水水水････姿勢姿勢姿勢姿勢
・・・・興味興味興味興味、、、、関心関心関心関心」」」」
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脳の覚醒水準↑ 水分水分水分水分

総水分量

２５㍑(25,000cc)

体重
５０ｋｇ

１％の水分（２５０cc）が不足

意識レベル↓

尿意の知覚から
→抑制

排泄メカニズムは働かない

① 覚醒水準と水分
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水分が足りないと何が起こるか

６０６０６０６０％％％％

４０４０４０４０％％％％

固形成分固形成分固形成分固形成分

水水水水

高齢者は体重の５０％が水＝体液

例例例例えばえばえばえば体重体重体重体重５０５０５０５０ｋｇｋｇｋｇｋｇのののの人人人人はははは２５２５２５２５ｋｇｋｇｋｇｋｇのののの水分水分水分水分
＝＝＝＝２５０００２５０００２５０００２５０００ｍｌｍｌｍｌｍｌ

◆◆◆◆１１１１～～～～２２２２％（％（％（％（２５０２５０２５０２５０～～～～５００５００５００５００ｍｌ）ｍｌ）ｍｌ）ｍｌ）失失失失うとうとうとうと→→→→ボボボボ－－－－ッとするッとするッとするッとする
※※※※意識障害意識障害意識障害意識障害

◆２～３％（５００～７５０ｍｌ）失うと→発熱
※※※※循環機能循環機能循環機能循環機能にににに影響影響影響影響

◆５％（１，２５０ｍｌ）失うと→動けない フラフラする
※※※※運動機能低下運動機能低下運動機能低下運動機能低下

◆７％（１．７５０ｍｌ）失うと→幻覚・幻視

◆１０％（２，５００ｍｌ）失うと→死亡
真夏真夏真夏真夏のののの暑暑暑暑いときにいときにいときにいときに熱中症熱中症熱中症熱中症でででで亡亡亡亡くなるのはくなるのはくなるのはくなるのは１０１０１０１０％％％％のののの水分欠乏水分欠乏水分欠乏水分欠乏がががが起起起起きてるきてるきてるきてる

「「「「わずか2わずか2わずか2わずか2％％％％のののの水分減少水分減少水分減少水分減少でででで脱水症脱水症脱水症脱水症がががが現現現現れるれるれるれる」」」」ことをことをことをことを理解理解理解理解してないしてないしてないしてない！！！！

体内水分量体内水分量体内水分量体内水分量のののの減少率減少率減少率減少率

たいしたたいしたたいしたたいした量量量量ではないとではないとではないとではないと考考考考えてしまいがちな,えてしまいがちな,えてしまいがちな,えてしまいがちな,水分水分水分水分のあと200のあと200のあと200のあと200～300ｍ～300ｍ～300ｍ～300ｍ
ｌｌｌｌのののの量量量量がががが高齢者高齢者高齢者高齢者にとっては,にとっては,にとっては,にとっては,非常非常非常非常にににに重要重要重要重要であることがよくわかったであることがよくわかったであることがよくわかったであることがよくわかった

塾生塾生塾生塾生のコメントからのコメントからのコメントからのコメントから

脳の覚醒水準↓
意識レベル↓
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② 姿勢

体中の筋肉が活動
筋電図 → 脳幹中枢は↑ → 覚醒水準↑
（刺激）

活動した

腰から上の筋肉しか活動していない

→腰から上の筋肉の刺激量しか脳幹に伝わらな
い

体中がリラックス→刺激が脳幹に行かない
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③「興味・関心」 覚醒水準 

短時間でおむつが濡れてしまう人

例えば

車椅子に乗せ、公園に花見に連れて行く。・・・その間は尿が出ない

施設に戻り、少し時間を空けてトイレに連れて行くと、大量に出る

夜間排尿夜間排尿夜間排尿夜間排尿をなくすをなくすをなくすをなくす戦略戦略戦略戦略としてとしてとしてとして
① 昼の排尿回数を増やし、夜の回数を減らしていく

② 昼に増えた排尿回数に対して尿意を回復させる

「「「「水水水水」」」」

「「「「運動運動運動運動
（（（（歩行歩行歩行歩行）」）」）」）」
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１日の主食のカロリー数×２≒１日の摂取カロリー数

ごはんごはんごはんごはん
100グラム

150グラム

168kcal

250kcal

おおおお粥 200粥 200粥 200粥 200
ｇ

全粥

5部粥

重湯

140kcal

70kcal

40kcal

パン
１枚

バターつき

160kcal

230kcal

■ 摂取カロリ－数の求め方

食事食事食事食事

男の茶碗では150g 252kcal
女の茶碗では110g 185kcal

必要な１日に必要なカロリー数

１１１１日日日日３３３３食食食食のののの咀咀咀咀しゃくしゃくしゃくしゃく回数回数回数回数
““““かむかむかむかむ””””運動約2500回運動約2500回運動約2500回運動約2500回

咀咀咀咀しゃくしゃくしゃくしゃく回数回数回数回数のののの低下低下低下低下舌舌舌舌のののの動動動動きききき、、、、口全体口全体口全体口全体のののの動動動動きにきにきにきに影響影響影響影響しししし
口腔機能低下口腔機能低下口腔機能低下口腔機能低下がおこるがおこるがおこるがおこるやわらかいやわらかいやわらかいやわらかい食事食事食事食事

１５００Ｋｃal
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かみかみ もぐもぐ

ごっくん

かみかみ もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ
③ごっくん

①かみかみ

②もぐもぐ
歯・歯ぐき

舌・口の動き

嚥 下

食塊形成食塊形成食塊形成食塊形成

食物食物食物食物のののの粉砕粉砕粉砕粉砕

嚥下反射嚥下反射嚥下反射嚥下反射

※からのみテスト
水飲みテスト

口腔機能の主役は咀しゃくと嚥下

舌の働き舌の働き舌の働き舌の働き
①①①①食物を移動させて臼歯の間に運び食物を移動させて臼歯の間に運び食物を移動させて臼歯の間に運び食物を移動させて臼歯の間に運び

噛み砕かせる噛み砕かせる噛み砕かせる噛み砕かせる

②②②②舌の下から、舌の下から、舌の下から、舌の下から、唾液唾液唾液唾液を汲み上げて食物にを汲み上げて食物にを汲み上げて食物にを汲み上げて食物に

混ぜ合わせる動き混ぜ合わせる動き混ぜ合わせる動き混ぜ合わせる動き

③③③③1回の飲み込みに適した食塊のみを1回の飲み込みに適した食塊のみを1回の飲み込みに適した食塊のみを1回の飲み込みに適した食塊のみを
スプ－ン状にした舌の上に乗せ、それをのどの奥に運ぶ動きスプ－ン状にした舌の上に乗せ、それをのどの奥に運ぶ動きスプ－ン状にした舌の上に乗せ、それをのどの奥に運ぶ動きスプ－ン状にした舌の上に乗せ、それをのどの奥に運ぶ動き

①②③は休みなく①②③は休みなく①②③は休みなく①②③は休みなく
｢噛む運動｣が続き舌が非｢噛む運動｣が続き舌が非｢噛む運動｣が続き舌が非｢噛む運動｣が続き舌が非
常に良く動く＝咀嚼運動常に良く動く＝咀嚼運動常に良く動く＝咀嚼運動常に良く動く＝咀嚼運動

と舌運動は一体化と舌運動は一体化と舌運動は一体化と舌運動は一体化

舌下腺

耳下腺

顎下腺

咀しゃく

唾液

舌運動
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食事と水分の働き

水分が
足りない

覚醒水準 

唾液分泌の
低下

口腔の働きの
不活発化

食事への
意欲低下

誤 嚥

www.city.iwanuma.miyagi.jp/kakuka/020700/documents/daekiryou.pdf

唾液分泌唾液分泌唾液分泌唾液分泌のののの減少減少減少減少をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす薬剤薬剤薬剤薬剤
＝＝＝＝約約約約４００４００４００４００種類種類種類種類
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からだを動かしましょう

ウォ－キングなどの有酸素運動が認知症発症リスクを低下させる
運動すると脳の血流が増加し、脳代謝が活発化になる

知的活動で脳を活性化

①日記をつけるなど、体験したことを思い出す
ことが知的活動になります
スピ－チが緊張感・会話の組み立て

②頭を使うゲ－ムや囲碁・将棋など
をする

③旅行の計画をして楽しむ
行程の計画・運動・交流

思い出のアルバム作り

④新しい料理に挑戦する
買い出し・献立・調理(切る，盛りつけ)
後片付け・一緒に食事する

運動運動運動運動

健康環境 教育 観光交流

5K
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筋ポンプの機能低下

横になると血液の動きが自由に 夜間多尿

水分とると夜間尿と心配・・・控える
原因

静脈血は、筋筋筋筋ポンプポンプポンプポンプ作用作用作用作用
などによって心臓に戻ってくるのです

心ポンプ低下

年年年年をとるとをとるとをとるとをとると夜夜夜夜トイレにトイレにトイレにトイレに立立立立つことがつことがつことがつことが増増増増えるえるえるえる
理由理由理由理由はははは、、、、昼間昼間昼間昼間、、、、血液血液血液血液のののの循環循環循環循環はははは重力重力重力重力のののの
影響影響影響影響でででで停滞停滞停滞停滞していてしていてしていてしていて、、、、夜夜夜夜はははは無重力状態無重力状態無重力状態無重力状態でででで
血液血液血液血液がががが回回回回るのでるのでるのでるので途中途中途中途中にあるにあるにあるにある腎臓腎臓腎臓腎臓をををを流流流流れるれるれるれる
血液量血液量血液量血液量がががが増増増増ええええ、、、、それにそれにそれにそれに伴伴伴伴ってってってって尿尿尿尿がたくさんがたくさんがたくさんがたくさん
作作作作られるられるられるられる。。。。
これがこれがこれがこれが、、、、夜間夜間夜間夜間のののの頻尿頻尿頻尿頻尿とととと多尿多尿多尿多尿のののの原因原因原因原因
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日中の尿量と夜間尿の比較
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便秘のケア

66

水分水分水分水分 起床時冷水起床時冷水起床時冷水起床時冷水・・・・冷乳冷乳冷乳冷乳

食物繊維食物繊維食物繊維食物繊維

定時排便定時排便定時排便定時排便

運動運動運動運動

胃

＜＜＜＜起床時冷水起床時冷水起床時冷水起床時冷水・・・・冷乳冷乳冷乳冷乳のののの
生理学的生理学的生理学的生理学的メカニズムメカニズムメカニズムメカニズム＞＞＞＞

胃胃胃胃・・・・大腸大腸大腸大腸（（（（直腸直腸直腸直腸））））反射反射反射反射

★★★★腸内腸内腸内腸内をををを整整整整えるえるえるえる
カスピカスピカスピカスピ海海海海ヨーグルトヨーグルトヨーグルトヨーグルト
オリゴオリゴオリゴオリゴ糖糖糖糖・ファイバ・ファイバ・ファイバ・ファイバ－－－－

★★★★水分摂取時水分摂取時水分摂取時水分摂取時にににに、、、、繊維質繊維質繊維質繊維質
ゼリーやセンナゼリーやセンナゼリーやセンナゼリーやセンナ茶茶茶茶

★★★★起床時起床時起床時起床時とととと毎食後毎食後毎食後毎食後にににに
トイレにトイレにトイレにトイレに座座座座るるるる

（（（（腹部腹部腹部腹部マッサージマッサージマッサージマッサージ）））） 座位排便座位排便座位排便座位排便

排便排便排便排便のメカニズムのメカニズムのメカニズムのメカニズム

食事量食事量食事量食事量＝＝＝＝常食常食常食常食

便便便便
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便対策
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食生活の改善①

●●●●カスピカスピカスピカスピ海海海海ヨーグルトヨーグルトヨーグルトヨーグルト ●●●●麦 飯麦 飯麦 飯麦 飯

経口経口経口経口からのからのからのからの摂取摂取摂取摂取

・・・・職員職員職員職員のののの手作手作手作手作りりりり開始開始開始開始

・・・・毎日,午前毎日,午前毎日,午前毎日,午前のおのおのおのお茶茶茶茶のののの時間時間時間時間にににに食食食食べるべるべるべる
（（（（繊維質繊維質繊維質繊維質のののの多多多多いバナナをいバナナをいバナナをいバナナを加加加加えてみるえてみるえてみるえてみる））））

・・・・毎日,昼食時毎日,昼食時毎日,昼食時毎日,昼食時にににに食食食食べるべるべるべる
（（（（繊維質繊維質繊維質繊維質はははは白米白米白米白米のののの１０１０１０１０倍倍倍倍））））
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取り組みの結果

下剤下剤下剤下剤をををを服用服用服用服用していたしていたしていたしていた７７７７名名名名にににに変化変化変化変化がみられるがみられるがみられるがみられる

①①①①４４４４名名名名・・・・・・・・・・・・自然排便自然排便自然排便自然排便がががが！！！！

②②②②３３３３名名名名・・・・・・・・・・・・服薬量服薬量服薬量服薬量はははは減少減少減少減少するもするもするもするも便秘便秘便秘便秘のののの解消解消解消解消はははは見見見見らららら

れずれずれずれず 次次次次のののの取取取取りりりり組組組組みへみへみへみへ
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食生活への試み②

①①①①カスピカスピカスピカスピ海海海海ヨーグルトにヨーグルトにヨーグルトにヨーグルトに加加加加えてえてえてえて摂取摂取摂取摂取

②②②②排便排便排便排便がないときはコーヒーやがないときはコーヒーやがないときはコーヒーやがないときはコーヒーや牛乳牛乳牛乳牛乳へへへへ

③③③③大変甘大変甘大変甘大変甘いがいがいがいが糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病へもへもへもへも良良良良いいいい効果効果効果効果

オリゴオリゴオリゴオリゴ糖糖糖糖へのへのへのへの試試試試みみみみ
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下剤廃止に至る経緯

私たちは,認知症の研修会にも多く出席す

るようになり,認知症老人認知症老人認知症老人認知症老人のののの周辺症状周辺症状周辺症状周辺症状のののの原因原因原因原因のののの多多多多くがくがくがくが脱脱脱脱

水症状水症状水症状水症状によるものであり,またそのによるものであり,またそのによるものであり,またそのによるものであり,またその脱水脱水脱水脱水がががが最大最大最大最大のののの原因原因原因原因となっとなっとなっとなっ

てててて便秘便秘便秘便秘をををを生生生生みみみみ出出出出しているしているしているしていることを知った.
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便秘を引き起こす薬の副作用について①

うつ病の薬・不安を取り除く薬 （抗うつ薬）

（抗不安薬）

（抗精神薬）

咳を止める薬 （鎮咳薬）

喘息の治療薬 （気管支拡張薬）

（Ｂ２刺激薬）

初期のパーキンソン病の治療

に使う薬

尿の貯めを良くする薬

（抗コリン薬）

参考
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便秘を引き起こす薬の副作用について②

むくみを取る薬 （利尿剤）

痛みを抑えたり熱を取る薬

リュウマチのときに飲む薬

（鎮痛剤）

血圧を下げる薬 （降圧剤）

（Ｃａ拮抗薬）

腰痛のときに痛み止めと一緒に処方
される薬

（筋弛緩薬）

参考
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排便の４大ケア

トイレでの排泄

下剤中止

水分ケア

歩行練習
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下剤中止

便 秘便 秘便 秘便 秘 「「「「排泄排泄排泄排泄のののの一番一番一番一番のののの問題問題問題問題」「」「」「」「おむつおむつおむつおむつ外外外外しにとってもしにとってもしにとってもしにとっても障害障害障害障害」」」」

カマ服用 便秘を作る カマ服用･･･

カマ服用で作った便秘が治せない

非常に強い刺激
を

腸に与える 便便便便をををを押押押押しししし出出出出そうとそうとそうとそうと

凄凄凄凄いいいい勢勢勢勢いでいでいでいで動動動動きききき始始始始めるめるめるめる

腸管破裂

先端先端先端先端ではではではでは固固固固くなったくなったくなったくなった宿便宿便宿便宿便
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緩下剤の作用

ＭｇＭｇＭｇＭｇ

ＨＨＨＨ２２２２ＯＯＯＯ

マグネシウムの性質

ＭｇＭｇＭｇＭｇ

ＨＨＨＨ２２２２ＯＯＯＯ
便が水膨れ状態

ボリュームが増える

増えた便が腸を刺激

移動をスムーズにさせ排便

ＨＨＨＨ２２２２ＯＯＯＯ

＊下剤服用あとは水を
飲まなくてはならない

Ｍｇは水を吸収する性質がある
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「水」は便秘の特効薬

カマの作用を理解すれば、マグネシウムの力を
借りなくても水分量を増やせばいいとわかる

＝特効薬は“水”

下剤を飲んだら必ず水を
たくさん飲みなさい

寝る前に下剤服用
たくさんの水を飲む 排便

下剤が食物と混ざり合って、

食物が大腸の真ん中辺まで

行く時間が大体次の日の朝

寝る前に下剤服用
水を飲ませない 排便なし夜中夜中夜中夜中におにおにおにお手洗手洗手洗手洗いにいにいにいに

立立立立つのではないかつのではないかつのではないかつのではないか

夜中夜中夜中夜中におむつがにおむつがにおむつがにおむつが濡濡濡濡れるんじゃないかれるんじゃないかれるんじゃないかれるんじゃないか（（（（不安不安不安不安））））

「「「「下剤服用下剤服用下剤服用下剤服用
後後後後のののの飲水飲水飲水飲水」」」」
のののの知識知識知識知識なしなしなしなし

77



寝る前に下剤服用
水を飲ませない

排便なし
朝食、飲水

食物食物食物食物にマグネシウムがにマグネシウムがにマグネシウムがにマグネシウムが
入入入入ってもってもってもっても効果効果効果効果なしなしなしなし

とんでもない時間に
下痢便

マグネシウムにマグネシウムにマグネシウムにマグネシウムに
水分水分水分水分がががが入入入入りりりり、、、、急急急急にににに
便意便意便意便意をををを催催催催すすすす

下剤と一緒に水を飲まなかったため、ようやく
マグネシウムが水を大量に吸収したということ。

下 剤
便秘の原因

現場では、利用者・職員が水を飲ませことを躊躇
して、とんでもない時間に排便となる

排便リズムを狂わせる最大の犯人 「マグネシウム」
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水水水水

食事食事食事食事

運動運動運動運動

便便便便

自然自然自然自然なななな排便排便排便排便

散歩散歩散歩散歩１１１１日日日日２２２２キロキロキロキロ３０３０３０３０分分分分

１１１１日1,500日1,500日1,500日1,500㌍㌍㌍㌍

１１１１日1,500日1,500日1,500日1,500cccccccc

普段普段普段普段のののの体調体調体調体調
認知症予防認知症予防認知症予防認知症予防

ラジオ体操

太極拳太極拳太極拳太極拳

２２２２.好好好好みのみのみのみの飲飲飲飲みみみみ物物物物をををを探探探探すすすす

１１１１.集団集団集団集団でででで飲飲飲飲む・む・む・む・一緒一緒一緒一緒にににに飲飲飲飲むむむむ

（（（（コーヒー,コーヒー,コーヒー,コーヒー,紅茶,紅茶,紅茶,紅茶,ココア,ココア,ココア,ココア,牛乳,牛乳,牛乳,牛乳,ジュースジュースジュースジュース等等等等））））

３３３３.食食食食べるべるべるべる飲料 寒天飲料 寒天飲料 寒天飲料 寒天 ゼリーゼリーゼリーゼリー

曲曲曲曲げる・ねじる・ひねるげる・ねじる・ひねるげる・ねじる・ひねるげる・ねじる・ひねる
回回回回す・そらす・す・そらす・す・そらす・す・そらす・飛飛飛飛ぶぶぶぶ
深呼吸深呼吸深呼吸深呼吸

ふだんの体調を整えると認知力が回復する

運動運動運動運動するとするとするとすると海馬海馬海馬海馬にににに新新新新しいしいしいしい細胞細胞細胞細胞がががが生生生生まれるまれるまれるまれる
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認知症予防に水分摂取が大切

意識レベル↑

活動性↑

・介護施設でもっと重きをおく、施設に戻り実践したい

・水分不足が体調を左右→便秘等で認知症のきっかけに…

・・・・聴講聴講聴講聴講しながらしながらしながらしながら利用者利用者利用者利用者をををを思思思思いいいい出出出出しししし““““脱水脱水脱水脱水””””とととと感感感感じたじたじたじた。。。。すぐにすぐにすぐにすぐに実践実践実践実践したいしたいしたいしたい

・・・・私私私私のののの祖母祖母祖母祖母もももも認知症認知症認知症認知症、、、、もうもうもうもう少少少少しししし早早早早くくくく知知知知ってればってればってればってれば祖母祖母祖母祖母らしいらしいらしいらしい生活生活生活生活がががが…………

・水分で認知機能が改善につながるとは…

・“体の動きが悪くなるから認知症に”“水分”の大切さ

・たかが・たかが・たかが・たかが水水水水、、、、されどされどされどされど水水水水、、、、脱水脱水脱水脱水のののの怖怖怖怖さがさがさがさが理解理解理解理解できたできたできたできた。。。。水分水分水分水分が1500が1500が1500が1500mlmlmlml必要必要必要必要

・水分、栄養、運動、便が連鎖してるということ

・・・・水分水分水分水分をとるとをとるとをとるとをとると認知症認知症認知症認知症がががが改善改善改善改善！！！！専門職専門職専門職専門職でなくてもでなくてもでなくてもでなくても誰誰誰誰でもできるとでもできるとでもできるとでもできると思思思思ったったったった

・ケアマネとして得た知識を活かすことができるよう従事

・・・・認知症認知症認知症認知症とととと診断診断診断診断されたがされたがされたがされたが｢｢｢｢悪化悪化悪化悪化するばかりではないするばかりではないするばかりではないするばかりではない｣｣｣｣とととと知知知知りりりり希望希望希望希望がががが持持持持てたてたてたてた

・・・・認知症状=認知症状=認知症状=認知症状=かかりつけかかりつけかかりつけかかりつけ医医医医へのへのへのへの相談(入院相談(入院相談(入院相談(入院････内服内服内服内服のののの調整)調整)調整)調整)からからからから、、、、先先先先ずはずはずはずは

ふだんのふだんのふだんのふだんの体調体調体調体調をアセスメントすることからをアセスメントすることからをアセスメントすることからをアセスメントすることから始始始始まるとまるとまるとまると

・精神科の病院勤務だが、今後の高齢者分野で働くときの参考になった

他多数のコメントあり

目から鱗！

ＨＨＨＨ２５２５２５２５年度 3月21日 福岡県庁主催年度 3月21日 福岡県庁主催年度 3月21日 福岡県庁主催年度 3月21日 福岡県庁主催
認知症認知症認知症認知症フォフォフォフォ－－－－ラムラムラムラム 基調講演基調講演基調講演基調講演よりよりよりより
アンケアンケアンケアンケ－－－－トトトト回収率74回収率74回収率74回収率74％％％％

便秘対策

尿失禁改善

覚醒水準↑
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認知症重度化予防実践塾
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医療

検査
画像検査
（脳の病巣）
認知機能検査

診断
他の病気と鑑別
病名（ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ等）

治療 薬物療法
(ｱﾘｾﾌﾟﾄ等)

予防 ﾜｸﾁﾝ
（研究開発中)

各種療法

経験と勘を頼りに、周辺症状に対処。
どうすれば周辺症状が
出現しないようにできるか、理論不足

介護

人生史・性格、そのとき
の心理状況等からの行動

分析と予測

パ－ソンセンタ－ドケア

プライドに配慮

あまりにも当たり前のこと
であり過ぎて、見過ごされ
ている。(教わってないプロも
おり落とし穴）

※薬が開発されても、生理的なボ
ケは防げないので、認知機能低下

の人のケアは永遠の課題

症状の改善させる薬

副作用：便秘・傾眠・ 下痢等

実践塾と認知症ケアの科学的なアプローチ４類型

※※※※「「「「重度化予防実践塾重度化予防実践塾重度化予防実践塾重度化予防実践塾」」」」ではではではでは、、、、先先先先ずはずはずはずは

回想法回想法回想法回想法、、、、音楽療法音楽療法音楽療法音楽療法、、、、園芸療園芸療園芸療園芸療
法法法法タクティールケアタクティールケアタクティールケアタクティールケア、、、、杉山杉山杉山杉山
先生先生先生先生の1の1の1の1原則原則原則原則９９９９法則法則法則法則、、、、センセンセンセン
ターターターター方式方式方式方式、、、、ひもときシートひもときシートひもときシートひもときシート
等等等等

精神が宿る生身の体の調子
が、行動に大きな影響を与
えるので、普段の体調管理
を先ずチェックする。

水・食・排便・運動

網掛網掛網掛網掛けのをチェックしてからけのをチェックしてからけのをチェックしてからけのをチェックしてから！！！！

重度化を防ぐケア
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７７７７月月月月

講義

宿題

８８８８月月月月

演習

９９９９月月月月

10月10月10月10月 添削指導

11月11月11月11月

12月12月12月12月 添削指導

１１１１月月月月

２２２２月月月月 添削指導

３３３３月月月月
事例
集

座談会
市民講座

(実践発表会)

５h×６５h×６５h×６５h×６回回回回 ７７７７回回回回

・概要シ－ト
・水分摂取と
・排便の記録表

（１週間）
・食事記録
・人生歴シ－ト

講義講義講義講義・・・・演習演習演習演習にににに現場現場現場現場でのでのでのでの実践実践実践実践をををを組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせ、、、、
認知症認知症認知症認知症ケアにケアにケアにケアに必要必要必要必要なななな知識知識知識知識・・・・技術技術技術技術をををを身身身身につけにつけにつけにつけ
ることをることをることをることを目指目指目指目指したしたしたした研修研修研修研修ですですですです。。。。

岡山県美作県民局岡山県美作県民局岡山県美作県民局岡山県美作県民局ではではではでは、、、、平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度から,から,から,から,毎月認知症毎月認知症毎月認知症毎月認知症ケアをケアをケアをケアを介護事業所職員介護事業所職員介護事業所職員介護事業所職員とととと家族家族家族家族

介護者介護者介護者介護者とがとがとがとが一緒一緒一緒一緒にににに学学学学ぶぶぶぶ｢｢｢｢認知症重度化予防実践塾認知症重度化予防実践塾認知症重度化予防実践塾認知症重度化予防実践塾｣｣｣｣をををを開催開催開催開催。。。。

実践塾のスキーム例

関関関関わったわったわったわった多多多多くのくのくのくの事例事例事例事例にににに改善改善改善改善がががが見見見見られたことられたことられたことられたこと
からからからから認知症予防認知症予防認知症予防認知症予防とケアについてとケアについてとケアについてとケアについて市民市民市民市民やややや保保保保
健健健健・・・・福祉福祉福祉福祉のののの専門職専門職専門職専門職がががが一緒一緒一緒一緒にににに学学学学べるよう・・べるよう・・べるよう・・べるよう・・

認知症認知症認知症認知症のののの重度化予防実践塾特徴重度化予防実践塾特徴重度化予防実践塾特徴重度化予防実践塾特徴

1. 介護者1. 介護者1. 介護者1. 介護者とととと援助者援助者援助者援助者のののの合同研修合同研修合同研修合同研修

2.2.2.2. ６６６６ヶヶヶヶ月間月間月間月間、、、、継続継続継続継続してしてしてして学習学習学習学習とととと
実践実践実践実践をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす

3. 毎回3. 毎回3. 毎回3. 毎回、、、、宿題宿題宿題宿題をををを課課課課しししし、、、、結果結果結果結果をををを
フィードバックするフィードバックするフィードバックするフィードバックする

くりくりくりくり返返返返しししし実践実践実践実践しししし、、、、質質質質をををを磨磨磨磨くくくく
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実践塾，２大テ－マの柱

普段普段普段普段のののの体調体調体調体調をををを整整整整えるえるえるえる

水分水分水分水分 1,500ml1,500ml1,500ml1,500ml
食事食事食事食事 1,500cal1,500cal1,500cal1,500cal
便秘便秘便秘便秘 自然排便自然排便自然排便自然排便
運動運動運動運動 １１１１～～～～２２２２kmkmkmkm

１５１５１５１５～30～30～30～30分分分分

意識意識意識意識レベル・レベル・レベル・レベル・注意注意注意注意
力力力力・・・・意欲意欲意欲意欲・・・・関心関心関心関心をををを高高高高
めるめるめるめる
    睡眠睡眠睡眠睡眠のののの質質質質をををを高高高高めるめるめるめる
    認知機能認知機能認知機能認知機能ＵＰＵＰＵＰＵＰ

プライドをプライドをプライドをプライドを大切大切大切大切にしたにしたにしたにした関関関関わりわりわりわり

心理的安定心理的安定心理的安定心理的安定
（（（（平穏平穏平穏平穏なななな状態状態状態状態））））

抑制抑制抑制抑制しないしないしないしない・・・・認認認認めるめるめるめる
孤独孤独孤独孤独にさせないにさせないにさせないにさせない

共感共感共感共感する・する・する・する・褒褒褒褒めるめるめるめる
顔顔顔顔をををを立立立立てるてるてるてる

恥恥恥恥をかかせないをかかせないをかかせないをかかせない
不愉快不愉快不愉快不愉快にしないにしないにしないにしない

１階部分

２階部分

そのそのそのその人人人人をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした関関関関わりわりわりわり

そのそのそのその人人人人をよくをよくをよくをよく知知知知るるるる

辛辛辛辛いいいい心境心境心境心境をををを
くみとるくみとるくみとるくみとる

調子調子調子調子をををを合合合合わせるわせるわせるわせる

役割役割役割役割

「「「「認知力低下認知力低下認知力低下認知力低下
やややや行動障害行動障害行動障害行動障害のののの
誘因誘因誘因誘因はははは不健康不健康不健康不健康
であるからであるからであるからであるから」」」」

パーソンセンタードケアパーソンセンタードケアパーソンセンタードケアパーソンセンタードケア
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ふだんの
体調管理

塾生塾生塾生塾生のののの宿題宿題宿題宿題

デジカメで1デジカメで1デジカメで1デジカメで1日日日日
分分分分をををを撮影撮影撮影撮影

管理栄養士管理栄養士管理栄養士管理栄養士がががが
チエックとチエックとチエックとチエックと
コメントコメントコメントコメント

1週間週間週間週間24時間時間時間時間デデデデ－－－－タタタタ
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生活歴・人生歴情報

プライド重視した
関わり

その人をよく知る

◆◆◆◆つらさをつらさをつらさをつらさを聞聞聞聞きききき共感出来共感出来共感出来共感出来たたたた
◆◆◆◆信頼関係信頼関係信頼関係信頼関係ができたができたができたができた
◆◆◆◆そのそのそのその人人人人のことがよくわかったのことがよくわかったのことがよくわかったのことがよくわかった

宗教宗教宗教宗教やややや趣味趣味趣味趣味などなどなどなど
◆◆◆◆好好好好みのみのみのみの飲飲飲飲みみみみ物物物物がよくわかったがよくわかったがよくわかったがよくわかった
◆◆◆◆褒褒褒褒めるところがわかっためるところがわかっためるところがわかっためるところがわかった
◆◆◆◆癖癖癖癖がががが理解出来理解出来理解出来理解出来たたたた
◆◆◆◆役割役割役割役割がががが見見見見つかったつかったつかったつかった
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「塾生の反応は凄い！」

多多多多くのくのくのくの塾生塾生塾生塾生はははは
現実現実現実現実にににに可能可能可能可能なのなのなのなの？？？？

半信半疑半信半疑半信半疑半信半疑でででで参加参加参加参加しししし
たたたた。。。。

金田さま
塾生○番のAさん（グループホーム○○家）か

ら、先ほど、電話があって、事例が改善してい
く様子を、職場の人達が見ていて、自分達にも、
おしえてほしいと声が上がったそうです。

２ユニットのグループホームで、２つのユ
ニット全体に、実践塾で学んだことが広まり、
今度、職員会議で、Aさんが事例の報告をするそ
うです。

事例は、○番の事例ですが、これまで、問題
ケースとして、職員会議で必ず名前があがって
いた、ところが夜間徘徊と介護抵抗が消えて、
すっかり手のかからない入居者になったそうで
す。

嬉しい報告だったので、金田さんに早速、お
知らせしました。ありがとう。
（県民局の担当者からのメ－ル）
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２２２２年間年間年間年間のののの事業事業事業事業のまとめとしてのまとめとしてのまとめとしてのまとめとして，，，，

実践塾実践塾実践塾実践塾をををを特徴特徴特徴特徴づけるづけるづけるづける研修研修研修研修のののの考考考考ええええ方方方方とととと

組組組組みみみみ立立立立てについててについててについててについて記録記録記録記録するとともにするとともにするとともにするとともに，，，，

アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査にににに基基基基づいてづいてづいてづいて

研修効果研修効果研修効果研修効果のののの分析分析分析分析をしてみましたをしてみましたをしてみましたをしてみました

岡山県美作県民局報告書より
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結果結果結果結果（（（（アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査よりよりよりより））））
修了者修了者修了者修了者＝24＝24＝24＝24 非修了者非修了者非修了者非修了者＝278＝278＝278＝278

重度化防止重度化防止重度化防止重度化防止
はははは可能可能可能可能かかかか

可能 不可能 どちらでもない

70.8%修⇒

非⇒

習得内容習得内容習得内容習得内容のののの実践実践実践実践

有 少し有 無

75%修⇒

非⇒

介護内容介護内容介護内容介護内容のののの変化変化変化変化

変化大 変化小 変化無

70.8%修⇒

非⇒

取組姿勢取組姿勢取組姿勢取組姿勢のののの変化変化変化変化

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変化大 変化小 変化無

58.3%
修⇒

非⇒

修了者修了者修了者修了者のののの方方方方がががが介護内介護内介護内介護内
容容容容にににに変化変化変化変化がががが起起起起こりこりこりこり成成成成
果果果果がでたことでこのがでたことでこのがでたことでこのがでたことでこの
設問設問設問設問のののの結果結果結果結果がががが高高高高いいいい

岡山県美作県民局報告書より
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結果結果結果結果（（（（アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査よりよりよりより））））

水分摂取量水分摂取量水分摂取量水分摂取量
のののの把握把握把握把握

排便回数排便回数排便回数排便回数
のののの把握把握把握把握

ＢＭＩＢＭＩＢＭＩＢＭＩ
のののの計算計算計算計算

運動量運動量運動量運動量
のののの把握把握把握把握

必ずする 必要時 しない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ずする 必要時 しない

必ずする 必要時 しない

必ずする 必要時 しない

修了者修了者修了者修了者＝24＝24＝24＝24 非修了者非修了者非修了者非修了者＝265＝265＝265＝265

修⇒

非⇒

61.9%

81%

42.9%

42.9%

修⇒

非⇒

修⇒

非⇒

修⇒

非⇒

高齢者高齢者高齢者高齢者のののの身体身体身体身体やややや認知症状認知症状認知症状認知症状にににに影響影響影響影響
がががが強強強強くくくく｢｢｢｢ケアのケアのケアのケアの根幹根幹根幹根幹にににに関関関関わるわるわるわる｣｣｣｣とととと
いうことをいうことをいうことをいうことを理解理解理解理解したしたしたした結果結果結果結果

ふ
だ
ん
の
体
調
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結果結果結果結果（（（（アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査よりよりよりより））））

印象印象印象印象のののの強強強強
いいいい内容内容内容内容

宿題宿題宿題宿題のののの意義意義意義意義

合同研修合同研修合同研修合同研修のののの
意義意義意義意義

水水水水・・・・便便便便・・・・食食食食・・・・運運運運 アセスメントのアセスメントのアセスメントのアセスメントの数値化数値化数値化数値化 行動行動行動行動のののの意味理解意味理解意味理解意味理解 人生歴人生歴人生歴人生歴・・・・生活歴生活歴生活歴生活歴

十分関与十分関与十分関与十分関与 深深深深いいいい思考思考思考思考 不十分不十分不十分不十分 経験不足経験不足経験不足経験不足

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大大大大いにいにいにいに役立役立役立役立ったったったった 少少少少しししし役立役立役立役立ったったったった 役立役立役立役立たなかったたなかったたなかったたなかった

家族家族家族家族＝3＝3＝3＝3 介護職員介護職員介護職員介護職員＝10  ＝10  ＝10  ＝10  ｹｱﾏﾈｹｱﾏﾈｹｱﾏﾈｹｱﾏﾈ＝11＝11＝11＝11

家⇒

ケ⇒

介⇒

37%

35%

30% 30%

25%

50%

45.5%

63.6%

100%

66.7%

25%

50%家⇒

ケ⇒

介⇒

家⇒

ケ⇒

介⇒

直接接直接接直接接直接接することすることすることすること
のののの多多多多いごいごいごいご家族家族家族家族にににに
とってはとってはとってはとっては塾塾塾塾のののの内内内内
容容容容がががが日々日々日々日々のののの介護介護介護介護
にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしぼしぼしぼし
てててて成果成果成果成果をををを上上上上げてげてげてげて
るためのるためのるためのるための結果結果結果結果
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介護支援専門員介護支援専門員介護支援専門員介護支援専門員
通所通所通所通所サービスサービスサービスサービス事業所事業所事業所事業所
訪問介護事業所訪問介護事業所訪問介護事業所訪問介護事業所
特養特養特養特養・・・・老健老健老健老健・・・・GHGHGHGH職員職員職員職員
地域包括支援地域包括支援地域包括支援地域包括支援センターセンターセンターセンター
そのそのそのその他他他他

平成21年7月～平成25年

修了者, 修了者, 修了者, 修了者, 

223名223名223名223名

95%95%95%95%

中断者, 中断者, 中断者, 中断者, 

11名11名11名11名

5%5%5%5%

修了者, 修了者, 修了者, 修了者, 

46, 46, 46, 46, 

88%88%88%88%

中断者, 中断者, 中断者, 中断者, 

6名6名6名6名

12%12%12%12%

・・・・高齢高齢高齢高齢のため・のため・のため・のため・入院入院入院入院(交通事故)(交通事故)(交通事故)(交通事故)

・・・・思思思思っていたっていたっていたっていた物物物物とととと違違違違うううう
（（（（病状病状病状病状がががが重度重度重度重度にににに驚驚驚驚くくくく））））

・・・・日程日程日程日程のののの都合都合都合都合がががが合合合合わずわずわずわず
・・・・体調不良体調不良体調不良体調不良・・・・入所入所入所入所・・・・入居入居入居入居

・・・・老健入所老健入所老健入所老健入所 ・・・・入院入院入院入院
・ケアマネや・ケアマネや・ケアマネや・ケアマネや家族家族家族家族とととと連携取連携取連携取連携取れずれずれずれず
・ケアマネと・ケアマネと・ケアマネと・ケアマネと連携連携連携連携がとれないがとれないがとれないがとれない
・・・・退職退職退職退職 ・・・・業務業務業務業務のののの都合都合都合都合
・・・・体調不良体調不良体調不良体調不良
・・・・宿題宿題宿題宿題がががが出出出出せないせないせないせない
・・・・対象者対象者対象者対象者がががが亡亡亡亡くなったくなったくなったくなった
・・・・不明不明不明不明・チ・チ・チ・チ－－－－ムのムのムのムの協力協力協力協力がないがないがないがない

修了生269名修了生269名修了生269名修了生269名
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中核症状

n=17 

（26%）

周辺症状

n=49 

（74%）

上がってきた認知症状のカテゴリー

事例対象者数＝269名
認知症状数＝824

カテゴリー数
n=66
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改善
未改善

症状 中核/周辺 総数 １階ケア
１階ケア＋
２階ケア

１ 粗暴/怒る 周辺 76 76 4 4

２ ぼんやり/傾眠 周辺 65 66 1 2

３ 妄想/思い込み 周辺 47 44 3

４ 帰宅願望 周辺 44 44

５ 同じ話を繰り返し言う、聞く 中核 40 40

６ 意欲なし/依存的 周辺 32 31 1

７ 同じ物の購入 中核 32 32

８ 短期記憶障害 中核 27 29 2

９ 介護拒否 周辺 23 23

１０ 見当識障害 中核 22 22

１１ 口数が少ない/減る 中核 17 16 1

１２ 動き続ける/まわる 周辺 16 19 3

１３ 物を頻繁になくす/置き場を忘れる 中核 16 16

１４ 傾眠 周辺 15 15

１５ 物集め 周辺 15 14 1

１６ 幻視・幻覚 周辺 14 14 1 1

１７ トイレに頻回に通う 周辺 13 12 1

１８ 何をしていいか分からない 中核 13 13

事例対象者数事例対象者数事例対象者数事例対象者数＝269＝269＝269＝269名 認知症状数名 認知症状数名 認知症状数名 認知症状数＝824＝824＝824＝824

上がってきた認知症状のカテゴリー
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改善
未改善

症状 中核/周辺 総数 １階ケア
１階ケア＋
２階ケア

１９ 無表情/乏しい 周辺 13 13

２０ 徘徊 周辺 12 11 1

２１ 服薬管理が出来ない 中核 12 11 1

２２ 独語 周辺 11 12 1

２３ 頻回の訴え 周辺 11 11

２４ 孤独感/不安感が強い 周辺 10 10

２５ 外に出ようとする 周辺 10 10

２６ 表情が険しい 周辺 10 10

２７ 物の使い方が分からない 中核 10 12 2

２８ 異食 周辺 9 9

２９ 他者の部屋に入る 周辺 9 9

３０ 入浴拒否 周辺 9 9

３１ 放尿/放便 周辺 9 9

３２ 大声・奇声 周辺 8 11 3

３３ 金銭管理が出来ない（契約含む） 中核 8 8

３４ 空腹の訴え/食べ過ぎ 周辺 8 8

３５ 他者と口論 周辺 8 8

３６ 昼夜逆転 周辺 8 9 1
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改善
未改善

症状 中核/周辺 総数 １階ケア
１階ケア＋
２階ケア

３７ 話の辻褄が合わない 中核 8 8

３８ 不安になり電話をする 周辺 7 7

３９ 料理の仕方が分からない 中核 6 5 1

４０ 鏡/ガラスに映った自分に話しかける 周辺 5 5

４１ 人物誤認 周辺 5 4 1

４２ 他人に干渉的 周辺 5 5

４３ 不眠 周辺 5 5

４４ 無関心 周辺 5 5

４５ 季節にあった衣類が着られない 中核 4 2 4 2

４６ 受診拒否 周辺 4 4

４７ テレビの筋書きが分からない 中核 4 5 1

４８ 人を思い出せない 中核 4 4

４９ 服薬拒否 周辺 4 4

５０ おむつ・パッド外し 周辺 3 2 1

５１ 区別が付かない 中核 3 3

５２ 道順が分からない 中核 3 3

５３ 利用日ではない日に通所待ち 中核 3 3

５４ 夜間に動き回る 周辺 3 3
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改善

未改善
症状 中核/周辺 総数 １階ケア

１階ケア＋
２階ケア

５５ 衣類の着脱が分からない 中核 2 2

５６ 整理整頓/掃除が出来ない 中核 2 2

５７ 他者の食事に手を出す 周辺 2 2

５８ 飲み物を捨てる 周辺 2 2

５９ 身なりに関心がない 中核 2 2

６０ 汚れた下着を隠す 周辺 2 2

６１ 会話が成立しない 中核 1 2 1

６２ 性的行為 周辺 1 1

６３ 他者との関わりを拒否 周辺 1 1

６４ 食べ物で遊ぶ 周辺 1 1

６５ 通所・外出拒否 周辺 1 1

６６ パットちぎり 周辺 0 1 1
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総数
認知症認知症認知症認知症のののの

症状症状症状症状

改善

未改善ふだんの
体調

ふだんの体調＋
プライド重視

824 778 22 24

割合 94% 3% 3%

実践塾の成果

※※※※改善基準:介護度等改善基準:介護度等改善基準:介護度等改善基準:介護度等にににに変化変化変化変化はなくてもはなくてもはなくてもはなくても、、、、講師及講師及講師及講師及びびびび介護者介護者介護者介護者がががが認知症状認知症状認知症状認知症状がががが
改善改善改善改善とととと判断判断判断判断したしたしたした場合場合場合場合をををを改善事例改善事例改善事例改善事例としたとしたとしたとした

水分

※※※※水分不足水分不足水分不足水分不足がががが改善改善改善改善したことでしたことでしたことでしたことで活動性活動性活動性活動性がががが上上上上がりがりがりがり、、、、立立立立つ,つ,つ,つ,歩歩歩歩くことでくことでくことでくことで起立大腸反射起立大腸反射起立大腸反射起立大腸反射がががが
はたらきはたらきはたらきはたらき便秘改善便秘改善便秘改善便秘改善するするするする→→→→食欲食欲食欲食欲もももも出出出出るるるる
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認知症ＧＨ・老健・特養

デイサービス

チームケアのチームケアのチームケアのチームケアの不徹底不徹底不徹底不徹底

ケアマネ アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント不足不足不足不足

ケアマネ・ケアマネ・ケアマネ・ケアマネ・家族家族家族家族とのとのとのとの連携不足連携不足連携不足連携不足

症状改善症状改善症状改善症状改善のののの支障支障支障支障

事業所から参加している塾生の実践を確実するためには

種々種々種々種々のののの研修体制研修体制研修体制研修体制のののの見直見直見直見直しししし種々種々種々種々のののの研修体制研修体制研修体制研修体制のののの見直見直見直見直しししし 行政・ケアマネ協の課題

実践塾中断者から考えれること
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認知症重度化予防実践塾事例紹介

◆◆◆◆美作県民局 認知症重度化予防実践塾美作県民局 認知症重度化予防実践塾美作県民局 認知症重度化予防実践塾美作県民局 認知症重度化予防実践塾 H21H21H21H21年年年年・22・22・22・22年年年年

◆◆◆◆高知市 認知症重度化予防実践塾高知市 認知症重度化予防実践塾高知市 認知症重度化予防実践塾高知市 認知症重度化予防実践塾 H23H23H23H23年年年年～～～～

◆◆◆◆浜田市 認知症重度化予防実践塾浜田市 認知症重度化予防実践塾浜田市 認知症重度化予防実践塾浜田市 認知症重度化予防実践塾 H24H24H24H24年年年年～～～～

◆◆◆◆鳥取県 認知症重度化予防実践塾鳥取県 認知症重度化予防実践塾鳥取県 認知症重度化予防実践塾鳥取県 認知症重度化予防実践塾 H24H24H24H24年年年年～～～～

◆◆◆◆公益法人日本認知症公益法人日本認知症公益法人日本認知症公益法人日本認知症グルグルグルグル－－－－プホプホプホプホ－－－－ムムムム協会鳥取県支部協会鳥取県支部協会鳥取県支部協会鳥取県支部 H24H24H24H24年年年年～～～～

◆H25◆H25◆H25◆H25年 四万十市 認知症重度化予防実践塾年 四万十市 認知症重度化予防実践塾年 四万十市 認知症重度化予防実践塾年 四万十市 認知症重度化予防実践塾 H25H25H25H25年年年年～～～～

◆H25◆H25◆H25◆H25年 大田市 認知症重度化予防実践塾年 大田市 認知症重度化予防実践塾年 大田市 認知症重度化予防実践塾年 大田市 認知症重度化予防実践塾 H25H25H25H25年年年年～～～～

事例集作成事例集作成事例集作成事例集作成 ＧＨＧＨＧＨＧＨ塾生塾生塾生塾生テレビテレビテレビテレビ東京東京東京東京にににに放映放映放映放映 琴浦町認知症琴浦町認知症琴浦町認知症琴浦町認知症フォフォフォフォ－－－－ラムでラムでラムでラムで実践塾講演実践塾講演実践塾講演実践塾講演，，，，塾生発表塾生発表塾生発表塾生発表
ケケケケ－－－－ブルテレビにブルテレビにブルテレビにブルテレビに紹介 日本海新聞紹介 日本海新聞紹介 日本海新聞紹介 日本海新聞にににに掲載 座談会 県民講座開催掲載 座談会 県民講座開催掲載 座談会 県民講座開催掲載 座談会 県民講座開催

事例集作成 運営推進会議事例集作成 運営推進会議事例集作成 運営推進会議事例集作成 運営推進会議にににに実践塾実践塾実践塾実践塾をををを紹介紹介紹介紹介 全国全国全国全国ＧＨＧＨＧＨＧＨ協会協会協会協会ゆったりゆったりゆったりゆったり６６６６月号機関誌月号機関誌月号機関誌月号機関誌にににに掲載掲載掲載掲載
認知症冊子作成 鳥取県支部公開講座開催認知症冊子作成 鳥取県支部公開講座開催認知症冊子作成 鳥取県支部公開講座開催認知症冊子作成 鳥取県支部公開講座開催

事例集作成 報告書作成事例集作成 報告書作成事例集作成 報告書作成事例集作成 報告書作成 サロン・サロン・サロン・サロン・家族会立家族会立家族会立家族会立ちちちち上上上上げげげげ 真庭市医師会真庭市医師会真庭市医師会真庭市医師会のののの協力協力協力協力ありありありあり，，，，ケケケケ－－－－ブルテレビブルテレビブルテレビブルテレビ放映放映放映放映

認知症冊子作成認知症冊子作成認知症冊子作成認知症冊子作成 塾生塾生塾生塾生ＯＢＯＢＯＢＯＢ会会会会がががが包括支援事例検討会包括支援事例検討会包括支援事例検討会包括支援事例検討会にににに参加参加参加参加してしてしてして活躍活躍活躍活躍 座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催

事例集作成 診療所事例集作成 診療所事例集作成 診療所事例集作成 診療所ネットワネットワネットワネットワ－－－－クククク高知全国大会高知全国大会高知全国大会高知全国大会にににに塾生塾生塾生塾生４４４４名参加名参加名参加名参加 海外海外海外海外（（（（サイパンサイパンサイパンサイパン））））旅行実現旅行実現旅行実現旅行実現
ＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫ高知高知高知高知テレビテレビテレビテレビ 認知症冊子作成 高知新聞掲載認知症冊子作成 高知新聞掲載認知症冊子作成 高知新聞掲載認知症冊子作成 高知新聞掲載 漫画漫画漫画漫画ヘルプマン1ヘルプマン1ヘルプマン1ヘルプマン1月23日月23日月23日月23日にににに単行本発行単行本発行単行本発行単行本発行
座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催

事例集作成 医師会常任理事事例集作成 医師会常任理事事例集作成 医師会常任理事事例集作成 医師会常任理事のののの医師医師医師医師がががが参加 老健参加 老健参加 老健参加 老健のののの在宅復帰 認知症冊子作成在宅復帰 認知症冊子作成在宅復帰 認知症冊子作成在宅復帰 認知症冊子作成
朝日新聞掲載 島根県朝日新聞掲載 島根県朝日新聞掲載 島根県朝日新聞掲載 島根県からからからから推薦推薦推薦推薦でででで島根医大島根医大島根医大島根医大でででで医療連携会医療連携会医療連携会医療連携会でででで実践塾実践塾実践塾実践塾のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ紹介紹介紹介紹介
座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催座談会 市民講座開催 浜田市医師会浜田市医師会浜田市医師会浜田市医師会とととと市民講座市民講座市民講座市民講座とシンポジウムとシンポジウムとシンポジウムとシンポジウム開催開催開催開催

ＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫ松江放送局松江放送局松江放送局松江放送局がががが取材取材取材取材Ｈ26Ｈ26Ｈ26Ｈ26年1月15日放映年1月15日放映年1月15日放映年1月15日放映

2月8日2月8日2月8日2月8日 ＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫ松江放送局松江放送局松江放送局松江放送局がががが取材 2月15日放映 2月16日中国取材 2月15日放映 2月16日中国取材 2月15日放映 2月16日中国取材 2月15日放映 2月16日中国５５５５県放映県放映県放映県放映

漫画漫画漫画漫画ヘルプマンヘルプマンヘルプマンヘルプマン
ＨＨＨＨ２６２６２６２６年年年年
1月23日1月23日1月23日1月23日にににに単行本発行単行本発行単行本発行単行本発行

◆H◆H◆H◆H２６２６２６２６年 陸前高田市年 陸前高田市年 陸前高田市年 陸前高田市 ◆◆◆◆飯南町飯南町飯南町飯南町 ◆◆◆◆浅口市浅口市浅口市浅口市スタスタスタスタ－－－－トトトト
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重度化予防で学んだこと

◆◆◆◆気軽気軽気軽気軽なななな気持気持気持気持ちでちでちでちで実践塾実践塾実践塾実践塾をををを申申申申しししし込込込込んだんだんだんだ私私私私はははは、、、、第一回第一回第一回第一回のののの講習講習講習講習でででで「「「「しまったしまったしまったしまった！！！！来来来来るんるんるんるん
じゃなかったじゃなかったじゃなかったじゃなかった」」」」とととと後悔後悔後悔後悔してしまったしてしまったしてしまったしてしまった。。。。水分水分水分水分のののの大切大切大切大切さはさはさはさは耳耳耳耳にたこができるくらいにたこができるくらいにたこができるくらいにたこができるくらい聞聞聞聞かさかさかさかさ
れてわかっているつもりだったれてわかっているつもりだったれてわかっているつもりだったれてわかっているつもりだった。。。。

◆◆◆◆それをそれをそれをそれを今更細今更細今更細今更細かいかいかいかい数字数字数字数字までこだわってまでこだわってまでこだわってまでこだわって出出出出さなければいかないのかさなければいかないのかさなければいかないのかさなければいかないのか。。。。
事例事例事例事例ののののTTTTさんはさんはさんはさんは、91、91、91、91才才才才、、、、女性女性女性女性、、、、介護度介護度介護度介護度２２２２、、、、軽軽軽軽いいいい認知認知認知認知がありがありがありがあり、、、、独居独居独居独居であるであるであるである。。。。
1日朝夕1日朝夕1日朝夕1日朝夕の2の2の2の2回回回回、、、、長長長長くてくてくてくて合計2時間合計2時間合計2時間合計2時間のののの訪問訪問訪問訪問でどうやって1でどうやって1でどうやって1でどうやって1日日日日のののの水分摂取量細水分摂取量細水分摂取量細水分摂取量細かくかくかくかく把握把握把握把握すすすす
ればよいかればよいかればよいかればよいか、、、、またまたまたまた摂取量摂取量摂取量摂取量をいかにをいかにをいかにをいかに増増増増やすかやすかやすかやすか。。。。

◆◆◆◆摂取量摂取量摂取量摂取量はとにかくコップやらはとにかくコップやらはとにかくコップやらはとにかくコップやら、、、、急須急須急須急須やらやらやらやら入入入入れたれたれたれた量量量量をををを記録記録記録記録しししし残量残量残量残量からからからから計測計測計測計測。。。。それでそれでそれでそれで
何何何何とかとかとかとか、、、、摂取量摂取量摂取量摂取量はははは把握出来把握出来把握出来把握出来るようになったるようになったるようになったるようになった。。。。
ただしごただしごただしごただしご本人本人本人本人がががが流流流流しにしにしにしに捨捨捨捨ててないことをててないことをててないことをててないことを前提前提前提前提にしてであるにしてであるにしてであるにしてである。。。。次次次次のののの難問難問難問難問がががが、、、、摂取量摂取量摂取量摂取量をををを増増増増
やすことであるやすことであるやすことであるやすことである。。。。いろいろいろいろいろいろいろいろ作戦作戦作戦作戦をををを練練練練ってってってって、、、、一緒一緒一緒一緒におにおにおにお茶茶茶茶をををを飲飲飲飲んだりもしたんだりもしたんだりもしたんだりもした。。。。
結局結局結局結局はぐちかされてはぐちかされてはぐちかされてはぐちかされて、、、、私一人私一人私一人私一人がおがおがおがお茶茶茶茶をがぶがぶをがぶがぶをがぶがぶをがぶがぶ飲飲飲飲むはめになるむはめになるむはめになるむはめになる。。。。次次次次にににに、、、、視覚視覚視覚視覚にににに訴訴訴訴えるえるえるえる
作戦作戦作戦作戦にでるにでるにでるにでる。。。。

◆◆◆◆水筒水筒水筒水筒をををを用意用意用意用意しししし、、、、中中中中にににに何何何何がががが入入入入ってるかわかるようにってるかわかるようにってるかわかるようにってるかわかるように、、、、ラベルをラベルをラベルをラベルを張張張張るるるる。。。。またまたまたまた季節季節季節季節のイのイのイのイ
ラストラストラストラスト入入入入りのりのりのりの｢｢｢｢おおおお茶飲茶飲茶飲茶飲んでねんでねんでねんでね｣｣｣｣とととと、、、、メッセメッセメッセメッセ－－－－ジボジボジボジボ－－－－ドをドをドをドを紙一枚紙一枚紙一枚紙一枚のののの平面平面平面平面ではすぐになくではすぐになくではすぐになくではすぐになく
なってしまうとなってしまうとなってしまうとなってしまうと思思思思いいいい立体的立体的立体的立体的にににに作作作作ってみたってみたってみたってみた。。。。ここからがここからがここからがここからが我慢我慢我慢我慢くらべであるくらべであるくらべであるくらべである。。。。

ヘルパヘルパヘルパヘルパ－－－－ステステステステ－－－－ションションションションＩＩＩＩ ○○○○林林林林○○○○子 1期生(高知)子 1期生(高知)子 1期生(高知)子 1期生(高知)

高知塾生
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◆◆◆◆1週間経1週間経1週間経1週間経ちちちち、2、2、2、2週間経週間経週間経週間経ちちちち、1、1、1、1ヶヶヶヶ月近月近月近月近くくくく諦諦諦諦めかけていたときにやっとやっとめかけていたときにやっとやっとめかけていたときにやっとやっとめかけていたときにやっとやっと、、、、水筒水筒水筒水筒のおのおのおのお
茶茶茶茶をををを飲飲飲飲んでくれたんでくれたんでくれたんでくれた。。。。そのときはそのときはそのときはそのときは本当本当本当本当にににに嬉嬉嬉嬉しかったしかったしかったしかった。。。。このこのこのこの仕事仕事仕事仕事をををを始始始始めて5めて5めて5めて5年年年年になるがになるがになるがになるが、、、、一一一一
番嬉番嬉番嬉番嬉しかったしかったしかったしかった出来事出来事出来事出来事ではないかとではないかとではないかとではないかと思思思思うううう。。。。

◆◆◆◆はじめからはじめからはじめからはじめから無理無理無理無理ではないかとではないかとではないかとではないかと、、、、介護者側介護者側介護者側介護者側がががが諦諦諦諦めずめずめずめず、、、、根気根気根気根気よくよくよくよく持持持持つこともつこともつこともつことも必要必要必要必要だとつだとつだとつだとつ
くづくくづくくづくくづく感感感感じたじたじたじた。。。。そのそのそのその後後後後、、、、実践塾実践塾実践塾実践塾はははは生活歴生活歴生活歴生活歴、、、、人生歴人生歴人生歴人生歴とととと進進進進んでいくんでいくんでいくんでいく。。。。生活歴生活歴生活歴生活歴もももも人生歴人生歴人生歴人生歴もあるもあるもあるもある
程度把握程度把握程度把握程度把握してるつもりだったしてるつもりだったしてるつもりだったしてるつもりだった。。。。

◆◆◆◆しかししかししかししかし、、、、私私私私がががが、、、、わかっていたのはわかっていたのはわかっていたのはわかっていたのは、、、、紙紙紙紙のののの上上上上にににに書書書書かれていることだけであったかれていることだけであったかれていることだけであったかれていることだけであった。。。。
このこのこのこのTTTTさんがどんなさんがどんなさんがどんなさんがどんな人生人生人生人生をををを歩歩歩歩みみみみ、、、、どんなどんなどんなどんな生活生活生活生活をしてきたかをしてきたかをしてきたかをしてきたか文字文字文字文字でしかでしかでしかでしか理解理解理解理解していなかっしていなかっしていなかっしていなかっ
たたたた。。。。

◆◆◆◆表面上表面上表面上表面上のののの言葉言葉言葉言葉、、、、行動行動行動行動だけでそのだけでそのだけでそのだけでその人人人人をををを判断判断判断判断せずせずせずせず、、、、言葉言葉言葉言葉やややや行動行動行動行動にににに隠隠隠隠れてるれてるれてるれてる部分部分部分部分をををを感感感感じじじじ取取取取
りりりり理解理解理解理解しししし介護介護介護介護にあたらなければならないのではないかにあたらなければならないのではないかにあたらなければならないのではないかにあたらなければならないのではないか。。。。実践塾実践塾実践塾実践塾をををを修了修了修了修了してみてしてみてしてみてしてみて、、、、水水水水のののの飲飲飲飲
ませかたでもませかたでもませかたでもませかたでも、、、、技術技術技術技術をををを教教教教わったわけでもないわったわけでもないわったわけでもないわったわけでもない。。。。

◆◆◆◆TTTTさんがさんがさんがさんが変変変変わったわけでもないわったわけでもないわったわけでもないわったわけでもない。。。。
結局結局結局結局、、、、一番私自身一番私自身一番私自身一番私自身がががが変変変変わったようにわったようにわったようにわったように思思思思うううう。。。。いかにいかにいかにいかに、、、、TTTTさんにさんにさんにさんに向向向向きききき合合合合いいいい寄寄寄寄りりりり添添添添うかによっうかによっうかによっうかによっ
てててて、、、、介護介護介護介護するするするする視点視点視点視点もももも姿勢姿勢姿勢姿勢もももも変変変変わってくるのではないかわってくるのではないかわってくるのではないかわってくるのではないか。。。。

◆◆◆◆人生人生人生人生のののの先輩先輩先輩先輩であるであるであるであるTTTTさんをさんをさんをさんを介護介護介護介護していたつもりがしていたつもりがしていたつもりがしていたつもりが、、、、いろいろなことをいろいろなことをいろいろなことをいろいろなことを教教教教えてもらっえてもらっえてもらっえてもらっ
ていたていたていたていた。。。。そのことにそのことにそのことにそのことに気気気気づかせてくれたづかせてくれたづかせてくれたづかせてくれたTTTTさんとさんとさんとさんと実践塾実践塾実践塾実践塾にににに感謝感謝感謝感謝！！！！感謝感謝感謝感謝！！！！やっとこれからやっとこれからやっとこれからやっとこれから本本本本
当当当当のののの介護士介護士介護士介護士としてのスタとしてのスタとしてのスタとしてのスタ－－－－トであるトであるトであるトである。。。。

落落落落ちこぼれのヘルパちこぼれのヘルパちこぼれのヘルパちこぼれのヘルパ－－－－よりよりよりより
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23年度 23組 28名 家族 7名 ケアマネジャー 8名

訪問介護 1名

通所サービス 7名 小規模多機能 1名

有料老人ホーム 1名 その他 3名

24年度 17組 21名 家族 5名 ケアマネジャー 4名

通所サービス 6名 小規模多機能 4名

ケアハウス 1名 その他1名

25年度 25組 35名 家族 11名 ケアマネジャー 6名

通所サービス 9名 小規模多機能 2名

訪問介護 1名 有料老人ホーム 1名

養護老人ホーム 1名 その他４名

合計 65組 84名 家族 23名 ケアマネジャー 18名

通所サービス 22名 訪問介護 2名

小規模多機能 7名 その他 １２名

高知市実践塾参加者
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塾長：高知市
高齢者支援課長

高知市認知症重度化予防実践塾家族の取り組み（１期生）

平成23年7月 認知症重度化予防実践塾平成23年7月 認知症重度化予防実践塾平成23年7月 認知症重度化予防実践塾平成23年7月 認知症重度化予防実践塾にににに高齢者支援高齢者支援高齢者支援高齢者支援センターセンターセンターセンター出張所出張所出張所出張所とととと共共共共にににに参加参加参加参加

母と楽しむ毎日をめざして
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Ｋさん 女性 87歳 要介護2  娘・息子と三人暮らし
平成19年平成19年平成19年平成19年

平成21年8月 同居平成21年8月 同居平成21年8月 同居平成21年8月 同居しはじめる デイサービスしはじめる デイサービスしはじめる デイサービスしはじめる デイサービス利用施設利用施設利用施設利用施設をををを変更(週4回) 変更(週4回) 変更(週4回) 変更(週4回) 

◆◆◆◆ケアハウスにてケアハウスにてケアハウスにてケアハウスにて独居後独居後独居後独居後、、、、認知症状認知症状認知症状認知症状がががが出出出出てくるてくるてくるてくる

◆◆◆◆下着(尿失禁)下着(尿失禁)下着(尿失禁)下着(尿失禁)のののの後始末後始末後始末後始末がががが出来出来出来出来なくなるなくなるなくなるなくなる

◆◆◆◆同同同同じことをじことをじことをじことを何度何度何度何度もももも言言言言ったりったりったりったり聞聞聞聞いたりするいたりするいたりするいたりする

◆◆◆◆物物物物とられをとられをとられをとられを度々訴度々訴度々訴度々訴えるようになったえるようになったえるようになったえるようになった

◆◆◆◆自発性自発性自発性自発性がががが乏乏乏乏しくなりしくなりしくなりしくなり、、、、寝寝寝寝てるてるてるてる事事事事がががが多多多多くなるくなるくなるくなる

受診受診受診受診・・・・治療治療治療治療

介護保険認定介護保険認定介護保険認定介護保険認定

デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス利用利用利用利用

◆◆◆◆常時常時常時常時、、、、横横横横になってになってになってになって寝寝寝寝ていてていてていてていて自発性乏自発性乏自発性乏自発性乏しい・しい・しい・しい・身体身体身体身体をををを動動動動かすことをかすことをかすことをかすことを嫌嫌嫌嫌がるがるがるがる

◆◆◆◆下着下着下着下着のののの失敗失敗失敗失敗からからからから紙紙紙紙パンツパンツパンツパンツ使用使用使用使用していたがしていたがしていたがしていたが皮膚皮膚皮膚皮膚がががが発赤発赤発赤発赤 →→→→布布布布パンツにパンツにパンツにパンツに変更変更変更変更

平成22年2月平成22年2月平成22年2月平成22年2月 いきいきいきいきいきいきいきいき百歳体操百歳体操百歳体操百歳体操をををを地域地域地域地域のののの公民館公民館公民館公民館ではじめるではじめるではじめるではじめる

地域地域地域地域でのでのでのでの外出外出外出外出のののの機会機会機会機会をををを増増増増やすやすやすやす

デイサービスデイサービスデイサービスデイサービス週4回週4回週4回週4回からからからから週2回週2回週2回週2回にににに変更変更変更変更

平成23年7月 認知症重度化予防実践塾平成23年7月 認知症重度化予防実践塾平成23年7月 認知症重度化予防実践塾平成23年7月 認知症重度化予防実践塾にににに参加参加参加参加
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1回目の宿題に取り組んで

水
分

宿題のシートに
記入

1日

平均1285 ml

水分量が足り
ない

食
事

〃 1日

1792 Kcal

カロリーは

足りている

排
便

〃
毎日定期排便 便秘なし

運
動 〃

週1デイ・公民
館体操週2・
プール週1・散
歩毎日15分

外出による運動が
無理なくできる

他人との関わり合
いの必要性を感じ
る

〈確認方法〉 〈結果〉 〈わかったこと〉
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2回目の宿題に取り組んで

水
分

 他人他人他人他人とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの場場場場へへへへ連連連連れれれれ出出出出すすすす

 起床後起床後起床後起床後、、、、就寝前就寝前就寝前就寝前をををを習慣化習慣化習慣化習慣化

 チェックすることでチェックすることでチェックすることでチェックすることで意識意識意識意識するようにするようにするようにするように

1日

平均 １５７２ ml

食
事

・バランスのよい・バランスのよい・バランスのよい・バランスのよい食事食事食事食事をををを継続継続継続継続

・・・・乳製品乳製品乳製品乳製品がががが不得意不得意不得意不得意なのでスープなどになのでスープなどになのでスープなどになのでスープなどに少少少少

しずつしずつしずつしずつ入入入入れるれるれるれる

1日 １７９２ Kcal
乳製品乳製品乳製品乳製品もももも少少少少しずつしずつしずつしずつ食食食食べれるよべれるよべれるよべれるよ
うになったうになったうになったうになった

排
便

 順調順調順調順調であるためであるためであるためであるため特特特特になしになしになしになし 毎日排便あり

運
動

・・・・外出外出外出外出するするするする機会機会機会機会をもうけをもうけをもうけをもうけ独独独独りにならないようりにならないようりにならないようりにならないよう

にににに心心心心がけたがけたがけたがけた（（（（公民館公民館公民館公民館のののの体操体操体操体操････民謡民謡民謡民謡････仲間仲間仲間仲間とととと

のバーベキューのバーベキューのバーベキューのバーベキュー等等等等））））

････朝朝朝朝のののの散歩散歩散歩散歩もももも継続継続継続継続・・・・爪先立爪先立爪先立爪先立ちちちち、2、2、2、2本杖歩行訓本杖歩行訓本杖歩行訓本杖歩行訓

練練練練をををを取取取取りりりり入入入入れたれたれたれた

･プール･プール･プール･プール時時時時はははは声声声声かけおしゃべりしかけおしゃべりしかけおしゃべりしかけおしゃべりし楽楽楽楽しいしいしいしい雰囲雰囲雰囲雰囲

気作気作気作気作りをしたりをしたりをしたりをした

歩きも少しずつ

スムーズになり前傾
姿勢も緩和されつつ
ある

〈工夫したこと〉 〈結果〉
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• 実践塾前は乗用車で送迎

• いきいき百歳体操会場まで、15分程度シ
ルバーカーで行く

• プールは「気持ち良かった」と満足して
いる様子

• 最近何度か転倒したが、怪我がなかった

実践塾終了後の状態

・ 物とられの訴えがなくなった

翌年、ますます元気に・・・

・・・・祖父祖父祖父祖父のののの仕事仕事仕事仕事のののの関係関係関係関係でででで小学校小学校小学校小学校～～～～２０２０２０２０歳歳歳歳までまでまでまで

サイパンサイパンサイパンサイパンでででで過過過過ごすごすごすごす。。。。

生活歴から

サイパンにサイパンにサイパンにサイパンに行行行行ってみようってみようってみようってみよう！！！！

戦争の歴史も、母にとっては特別な思い出

高等女学校跡地高等女学校跡地高等女学校跡地高等女学校跡地にてにてにてにて（（（（ガラパンガラパンガラパンガラパン地区地区地区地区））））

「「「「バナナはバナナはバナナはバナナは、、、、大大大大きなきなきなきな房房房房でででで売売売売ってたからってたからってたからってたから、、、、それをそれをそれをそれを家家家家でででで
吊吊吊吊るしるしるしるし、、、、熟熟熟熟れたれたれたれた下下下下のののの方方方方からからからから順番順番順番順番にににに取取取取ってってってって食食食食べたのよべたのよべたのよべたのよ。。。。
とってもとってもとってもとっても、、、、おいしかったおいしかったおいしかったおいしかった～」～」～」～」
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思い出の地へ

祖父や母自身も勤めた製糖会社社長像製糖会社社長像製糖会社社長像製糖会社社長像の

前では、一度も聞いたことがなかった

社長社長社長社長のののの名前名前名前名前がすっとがすっとがすっとがすっと出出出出てくるてくるてくるてくる場面も

サイパンを満喫

小笠原諸島小笠原諸島小笠原諸島小笠原諸島のののの南南南南にににに位置位置位置位置しししし

関西空港関西空港関西空港関西空港からからからから直行便直行便直行便直行便でででで約約約約３３３３時間時間時間時間。。。。

中心街中心街中心街中心街でもでもでもでも自然自然自然自然のののの多多多多いいいい島島島島。。。。

・ ・

・

110



帰国後の様子

疲疲疲疲れたれたれたれた様子様子様子様子もなくもなくもなくもなく

写真写真写真写真をををを見見見見てててて新新新新しいしいしいしい

思思思思いいいい出話出話出話出話もももも増増増増えましえましえましえまし
たたたた。。。。

さあ、今日も元気に散
歩へ出発！

◆◆◆◆身体身体身体身体のののの調子調子調子調子がががが上向上向上向上向くとくとくとくと、、、、やはりやはりやはりやはり症状症状症状症状のののの落落落落ちちちち着着着着きもきもきもきも
感感感感じられるじられるじられるじられる

◆◆◆◆認知症認知症認知症認知症をををを特別特別特別特別なななな事事事事とせずとせずとせずとせず、、、、楽楽楽楽しくしくしくしく元気元気元気元気でででで生生生生きていくきていくきていくきていく、、、、
人人人人としてのとしてのとしてのとしての当当当当たりたりたりたり前前前前のののの事事事事だとだとだとだと考考考考えるようになったえるようになったえるようになったえるようになった。。。。

実践塾生支援実践塾生支援実践塾生支援実践塾生支援
認知症認知症認知症認知症のののの家族支援家族支援家族支援家族支援
診療所診療所診療所診療所ネットネットネットネット市民会員市民会員市民会員市民会員
（（（（高知大会高知大会高知大会高知大会））））

娘娘娘娘さんさんさんさん

実践塾実践塾実践塾実践塾でででで
介護介護介護介護のののの根根根根っこっこっこっこ

をををを学学学学んだんだんだんだ

南洋はいいところよ。
行かれる方はご案内しま

しょうか・・うふふ

Ｈ２６年１月、自宅で転倒 肋骨骨折
Ｈ２６年５月現在 いきいき百才体操に参加
月１回～２回地域の方とカラオケ教室へ

最近の
様子
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グループホームの取り組み

不可解な行動が修まり
穏やかな生活に戻るまで
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事例の状況

７６歳 女性 要介護３ GH入居

◆H12年頃(66歳頃）

軽度認知機能障害でアリセプト開始

◆H17年(71歳)

認知機能低下が進み、要介護２と認定

デイサービス開始

◆H20年（74歳）

在宅介護困難となり、グループホーム入居
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グループホームでの様子

◆自分でできること 食事・つかまらずに歩く

◆不可解な行動

 夕方になると、荷物をまとめて出て行く

 ガラスに映った人に話しかけたり、向こうの山から人がこ
ちらに来ていると言う

 観葉植物を食べる

 暑い日でも６～７枚重ね着

 食後の食器を手提げ袋に入れて持ち帰ろうとする

 ごみ箱の中を探り続け、使用済みペーパーを集める

 ごみ箱に放尿する

◆うまくできないこと 服を着る順番がわからない
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実践塾で学び、わかったこと

水分 •カップ容量を計測

•水分表を記録

1,300

cc/日

失禁を防ぐため水分
を控え目にしていた

栄養 •毎食の摂取量
を確認

1,800

Kcal /日

カロリーは足りている

BMI ２０．６

排便 •毎日、観察 4～5日
に1回

便秘である

1週間出ないことも

運動 •体操や散歩などをこれまで行っていなかった

その
他

•ごみ箱への放尿について行動観察

⇒ごみ箱を撤去すると、他の入居者の部屋に
入り、カーテンの影に放尿することがわかった

〈確認方法〉 〈結果〉 〈わかったこと〉
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ケアの工夫と変化

水
分

•いつでも飲めるように飲み物を常備

•一日1,800ccを目標に気配りした

1,800～
1,900cc /日

排
便

•排便状況を観察

⇒水分が増え便秘改善、2～3日に1回

便秘薬が不
要に

運
動

•体操、散歩のプログラムを始めた

⇒週３回、体操や散歩

毎回、参加

楽しめる

放
尿

•昔、農作業の合間に畑の隅や肥溜め
に用を足していたことがわかった

⇒ごみ箱を撤去せず、行動を見守る

放尿・失禁が
無くなり、ト
イレでできる
ようになる

〈工夫したこと〉 〈変化〉
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不可解な行動に変化が出てきた

• 夕方になると、荷物をまと
めて出て行く

• ガラスに映った人に話しか
けたり、向こうの山から人
がこちらに来ていると言う

ときどき、用を足しに外へ出よ

うとする

職員が他の入居者に手を取られ

寂しいと、ガラスに映った人

に話しかける

観葉植物を食べる

食後の食器を手提げ袋に入れて持ち帰ろうと
する

ごみ箱の中を探り続け、使用済みペーパーを
集める

ごみ箱に放尿する

暑い日も６～７枚重ね着

全
く

見
ら
れ
な
く
な
っ
た

暑いと脱ぐ、順番がわかる
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現在の様子

• グループホーム全体が、入居者一人一人の普段の体
調を意識するようになった。

• 水分がほしい時にいつでも飲めるよう環境を整えた

グループホームの取組み

職員と一緒
に食事作り

紙細工
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取り組みから学んだこと

• 不可解な行動は、認知症の症状なので仕方がないと考えてきた
が・・・・

• 実践塾で、水分不足や便秘が認知症の行動と密接な関係と

知った

• 慢性の脱水を解消し、意識が鮮明になると、不可解な行動が消え、便秘
も改善

• 生活歴をたどると、ごみ箱への放尿の意味が理解できた。職員の対応が
揺れ動くと、本人の行動も不安定になっていた

• 新しい入居者が入ると、それまでの役割や関係に変化が起き、行動が不
安定になることがわかった。グループホームでは、新入居者が加わった
時の配慮が特に大切

はじめ半信半疑で､水分量を増やした→体調が整った

活動量が上がり食事の準備を手伝う

生活歴から農業、放尿の理解ができた

役割・孤独にしないかかわり

知識知識知識知識をををを身身身身につけるとにつけるとにつけるとにつけると認知症認知症認知症認知症のケアはのケアはのケアはのケアは、、、、とてもおもしろいととてもおもしろいととてもおもしろいととてもおもしろいと思思思思うううう
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ところが普段の体調は整ったが・・・

岡山県美作保健局１期生の取り組み
グル－プホ－ムの取り組みケ－ス

「子ども探しが落ち着いた」
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92歳 男性

H15（86歳） 車で事故を起こすようになり運転させないようにした。
頑固な頭痛とともに物忘れが目立ち認知症と診断。

H19（90歳） 在宅介護が困難になり、ＧＨ入居となる。

ＧＨの取り組み

トイレの場所が分からずウロウロし、失敗する
バケツに放尿

衣類の着る順番が分からない、介助を拒否

夜間から早朝にかけ玄関付近をウロウロする
制止すると暴言・暴力

徘徊が活発だった頃、赤ちゃんの人形と添い寝
動かない人形を見て死んでいると号泣

症状
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実践塾前 工夫したこと その後の変化

水
分

1,400～
1,500cc

意識して声かけ
1,600～1,8001,600～1,8001,600～1,8001,600～1,800cccccccc

食
事

1,500Kcal
もったいないという意識
があり、食べ終わるのを
待つ

朝朝朝朝・・・・夕食夕食夕食夕食をををを完食完食完食完食

排
便

週3回

痔瘻あり

排便のサインを見逃さず、
トイレに誘導 毎日毎日毎日毎日、、、、排便 痔瘻完治排便 痔瘻完治排便 痔瘻完治排便 痔瘻完治

運
動

散歩、買い物、
レク

10時のおやつのあと、
20分の散歩に誘う 散歩散歩散歩散歩がががが定着定着定着定着

実践塾で学び、わかったこと

徘徊は続き、行動がおさまらない
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認知症の行動は“生活歴、職業歴”と深く関係している

家族からの聞き取り

「議員を５期務めており家の中に
じっとしていることのない生活を長く続けていた

一番輝いていたその頃に
戻っているのではないか

どんな気持ちで、出かけて行こうとしていたのか理解で
きてからは、止めるよりも、行動を受け止めようと思った

◆穏やかな表情が増える

◆徘徊が落ち着く

◆会話が困難でも時々
通じる

実
践
塾
で

ア
ド
バ
イ
ス

名刺名刺名刺名刺をををを作作作作るるるる

議長・先生と呼び
「今日の会議資料です」と渡す

○○○○○○○○議員議員議員議員

背広背広背広背広をををを着着着着てもらうてもらうてもらうてもらう
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その他の症状

トイレの場所が分からずウロウロし
失敗するバケツに放尿

衣類の着る順番が分からない、介助を
拒否

夜間から早朝にかけ玄関付近を
ウロウロする

誘導で失敗しなくなる

介助が容易になった

よく眠るようになり、
行動がみられなくなった

徘徊が活発だった頃、赤ちゃんの人形
と添い寝動かない人形を見て死んでい

ると号泣

人形を孫と思っていた
問題視する必要なくなる

可愛可愛可愛可愛がっていたがっていたがっていたがっていた孫孫孫孫をををを２２２２人人人人ともともともとも
「「「「水水水水のののの事故事故事故事故とととと交通事故交通事故交通事故交通事故」」」」でそれぞれでそれぞれでそれぞれでそれぞれ
失失失失っていたっていたっていたっていた

つらい心境を同じ様な立
場におかれたら、自分も
そう思うかもしれない
「「「「共感共感共感共感」」」」できた
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実践塾の取り組み紹介 浜田市

浜田市では、平成２４年度、介護事業所の職員と家族介護者とが年４回、
認知症ケアについて一緒に学ぶ「認知症の重度化予防実践塾」を開催し
ました。
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まだまだ私もいけますよ！

長瀬 麻衣

<特別養護老人ホーム偕生園の取り組み>
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Mさん 女性 89歳 要介護3

取組前取組前取組前取組前のADLのADLのADLのADL

排泄排泄排泄排泄 ・Pトイレ・Pトイレ・Pトイレ・Pトイレ使用使用使用使用 ・・・・尿意時々尿意時々尿意時々尿意時々あるがあるがあるがあるが、、、、失敗失敗失敗失敗もあるもあるもあるもある

食事食事食事食事 ・お・お・お・お粥粥粥粥とととと極極極極きざみきざみきざみきざみ食食食食でででで自力摂取自力摂取自力摂取自力摂取がががが可能可能可能可能

更衣更衣更衣更衣 ・・・・袖袖袖袖をををを通通通通すことはできるがすことはできるがすことはできるがすことはできるが他他他他はははは要介助要介助要介助要介助

入浴入浴入浴入浴 ・リフト・リフト・リフト・リフト浴使用浴使用浴使用浴使用

移動移動移動移動 ・・・・車椅子車椅子車椅子車椅子にてにてにてにて自操自操自操自操

精神面等精神面等精神面等精神面等 ・・・・気気気気になることがあるとそれにになることがあるとそれにになることがあるとそれにになることがあるとそれに集中集中集中集中しししし他他他他のののの事事事事がががが

出来出来出来出来ないないないない（（（（心配事心配事心配事心配事））））

・・・・外外外外をををを見見見見てててて動物動物動物動物がいるがいるがいるがいる等等等等のののの周辺症状周辺症状周辺症状周辺症状があるがあるがあるがある

・・・・他人他人他人他人とのとのとのとの関係関係関係関係はははは穏穏穏穏やかにやかにやかにやかに会話会話会話会話できるできるできるできる

長谷川式 2点(平成21年長谷川式 2点(平成21年長谷川式 2点(平成21年長谷川式 2点(平成21年））））

取組前水分量 680ｍｌ
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取り組みの経過

1回目1回目1回目1回目のののの研修後取研修後取研修後取研修後取りりりり組組組組んだこと・・・んだこと・・・んだこと・・・んだこと・・・

・飲み物だけで水分を摂ろうとしてもらわず、寒天などにも変え

て試してみる。

・こまめな声かけにて水分を摂っていただくようにした。

・本人の好きなものをすすめる。

２２２２回目回目回目回目のののの研修後取研修後取研修後取研修後取りりりり組組組組んだこと・・・んだこと・・・んだこと・・・んだこと・・・

・お茶ゼリーを常備してもらう。

・起床時に一杯飲み物を提供する。

・水分をしっかり摂って排便コントロールを行う。
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3回目3回目3回目3回目のののの研修後取研修後取研修後取研修後取りりりり組組組組んだこと・・・んだこと・・・んだこと・・・んだこと・・・

・食事を粥から軟飯へ形態をアップしてみる。

常食へのアップを検討する。

・運動量のアップのため、歩行練習ができるか検討する。

・水筒を持ち歩いていただく。

炊炊炊炊きききき込込込込みごみごみごみご飯飯飯飯たべたべたべたべ
れたよねれたよねれたよねれたよね。。。。粥粥粥粥じゃじゃじゃじゃ
なくてもいいんなくてもいいんなくてもいいんなくてもいいん
じゃないじゃないじゃないじゃない？？？？
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実践前 実践後

水分 水分を積極的に摂る方で
はない。（680ml）

食堂以外での水分補給の機会ができた。
お茶ゼリーは食べやすいようで一度に200ml提供し
ている。(現在1000ml+α）

食事 お粥と極きざみ食で自力
摂取。車椅子のまま摂取
ＢＭＩ（16.6）

常食常食常食常食に形態アップさせることができた。3食とも、車椅
子から椅子に移乗し摂取出来ている。
ＢＭＩ（16.6）

排便 イチジク浣腸や下剤使用。
3回/Ｗ（少量づつ）

水分がしっかり入ると自然排便あり。下剤の使用等
は今後の課題。3回/Ｗ（一回量がしっかり）

運動 車椅子自操。運動らしい
事はしていない。

手引き歩行が出来居室の環境を整える事で、つたえ
歩きが出来、行動範囲が広がった。

精神
面

お金の事が気になったり、
窓の向こうに動物がいた
りという事がある。

動物がいたり、メガネやお金を気にすることが以前よ
りも少なくなった。水分が増えると「「「「トイレトイレトイレトイレ」」」」とととと言言言言われるわれるわれるわれる
こともある。

長谷
川式

2点点点点(H21) 7点点点点（短期記憶
が答えられるよ
うになった）

おおおお隣隣隣隣さんのさんのさんのさんの所所所所におにおにおにお茶茶茶茶しにしにしにしに行行行行こうかしら・・・こうかしら・・・こうかしら・・・こうかしら・・・

ケア実践の結果

130



取り組みから学んだこと・感想

• 普段、現場にいて利用者の方と関わっていると、感

覚が麻痺してしまい、これで本当にいいのかと、生

活やケアを見直すことが難しい。

• 今回の研修で、１人の方にスポットを当てて普段の

体調から見直してみることで、食事・水分・運動等

その方にとってどうであるか、もっと良い方法があ

るのではないかと考える事ができた。

・1人のケースが他の利用者の方にも、良い影響を与

えた。
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大田市 実践塾の取り組み紹介
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事例７ 特別養護老人ホーム（１期生）

・リビングのソファ－で座って過ごしてる

・自発性乏しく、周囲からの声かけがないと1日をボ－ッ
と過ごされるような毎日

・同じことを何度も言ったり聞いたりする

・鏡に映った自分に話しかけ安心する

・時々、表情が曇ったり、悲しそうな顔をされる

82才女性 介護度３ Ｈ２４年２月入所 車いす移動
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ケアの基本の「水分」が整うと･･･

意識レベル↑
（覚醒水準 ）

水分水分水分水分はははは
身体身体身体身体のののの活動性活動性活動性活動性をををを
増増増増やすやすやすやす働働働働きもありきもありきもありきもあり
歩行能力歩行能力歩行能力歩行能力をををを向上向上向上向上

活動性活動性活動性活動性↑↑↑↑

胃･大腸反射
(空腹時の水）

起立大腸反射

※※※※立ったり歩いたり
することで

大腸が刺激される

一般的一般的一般的一般的にはにはにはには水分水分水分水分がががが増増増増えるとえるとえるとえると
尿量尿量尿量尿量がががが増加, 増加, 増加, 増加, さらにはさらにはさらにはさらには尿失禁尿失禁尿失禁尿失禁がががが
増増増増えるのではないかとえるのではないかとえるのではないかとえるのではないかと考考考考えれるがえれるがえれるがえれるが，，，，
実実実実はははは尿意尿意尿意尿意のののの覚知覚知覚知覚知とととと抑制抑制抑制抑制によりによりによりにより，，，，
尿失禁尿失禁尿失禁尿失禁にはにはにはには至至至至らないらないらないらない。。。。

尿失禁改善尿失禁改善尿失禁改善尿失禁改善

1,200㏄1,200㏄1,200㏄1,200㏄
↓↓↓↓

1,850～2,150㏄1,850～2,150㏄1,850～2,150㏄1,850～2,150㏄

････他入居者他入居者他入居者他入居者のおのおのおのお世話世話世話世話やややや
話相手話相手話相手話相手になるになるになるになる

････笑顔笑顔笑顔笑顔がががが増増増増えるえるえるえる
････会話会話会話会話のののの辻褄辻褄辻褄辻褄がががが合合合合うううう

････立立立立ちちちち上上上上がりががりががりががりが良良良良くなるくなるくなるくなる
・・・・歩行歩行歩行歩行がスムーズになりがスムーズになりがスムーズになりがスムーズになり、、、、

足取足取足取足取りがりがりがりが軽軽軽軽いいいい
・・・・歩行速度向上歩行速度向上歩行速度向上歩行速度向上

・トレイでの・トレイでの・トレイでの・トレイでの排泄排泄排泄排泄がががが増増増増ええええ
パットへのパットへのパットへのパットへの失禁減少失禁減少失禁減少失禁減少

・・・・尿漏尿漏尿漏尿漏れれれれ時時時時、、、、自分自分自分自分からからからから
職員職員職員職員にににに伝伝伝伝えるえるえるえる

鏡に映る自分への話しかけ･･
“安心感” “商売人”
これまでの生活の延長上

 「異常視」しない
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事例４ 医療法人社団 福田医院

・横になり何も興味を示さず、本や新聞を見ることなし

・テレビをつけて寝てることが多い

・会話も少なく、短期記憶の低下が著明

・相手を示すサインも全くかみ合わず

・７ｍの人間や２ｍの魚がいたと表現される

９４才男性 介護度３ 在宅生活長男と同居
年に数回の脳梗塞の再発と肺炎で入退院のくり返し
車いす生活
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食事

運動

便

水

下剤服用し下痢
↓

週週週週５５５５回回回回のののの自然便自然便自然便自然便

ベッド上で臥床→平行棒内平行棒内平行棒内平行棒内でででで歩行練習歩行練習歩行練習歩行練習

1,360㌍→1,650㌍1,650㌍1,650㌍1,650㌍

1,010㏄→→→→1,760㏄1,760㏄1,760㏄1,760㏄

精神面精神面精神面精神面
行動行動行動行動

ふだんの体調を整うと「認知力」が回復する

････起起起起きききき上上上上がりがりがりがり、、、、新聞新聞新聞新聞をををを読読読読むむむむ
････雑誌雑誌雑誌雑誌をををを開開開開きききき、、、、好好好好きなきなきなきな物物物物をををを注文注文注文注文
････予定予定予定予定をををを息子息子息子息子からからからから聞聞聞聞きききき、、、、自分自分自分自分がががが

何何何何をすべきかをすべきかをすべきかをすべきか確認確認確認確認
････簡単簡単簡単簡単なななな連絡連絡連絡連絡やややや伝言伝言伝言伝言がががが可能可能可能可能
･デイ･デイ･デイ･デイ利用時利用時利用時利用時にににに利用者同士利用者同士利用者同士利用者同士のののの関関関関

わりをもつわりをもつわりをもつわりをもつ
・・・・肺炎肺炎肺炎肺炎のののの再発防止,認知症症状再発防止,認知症症状再発防止,認知症症状再発防止,認知症症状↓↓↓↓

意識レベル↑
主治医と連携

ごごごご家族家族家族家族のののの協力協力協力協力をををを得得得得るるるる
タンパクタンパクタンパクタンパク源源源源のののの
確保確保確保確保のののの工夫工夫工夫工夫

タンパク質の素 細胞細胞細胞細胞

水

運動

エネルギーの素
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事例５ 介護老人保健施設

８２才男性 介護度５

年に数回の脳梗塞の再発と肺炎で入退院のくり返し

車いす生活 尿・便意不明

粥･刻み食＝ＢＭＩ16.9

・居室で臥床して過ごすことが多い

・１日中ボ－ッとしてる

・長谷川スケ－ル４点
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意識意識意識意識レベルレベルレベルレベル↑↑↑↑
（（（（覚醒水準覚醒水準覚醒水準覚醒水準 ））））

水分水分水分水分はははは
身体身体身体身体のののの活動性活動性活動性活動性をををを
増増増増やすやすやすやす働働働働きもありきもありきもありきもあり
歩行能力歩行能力歩行能力歩行能力をををを向上向上向上向上

活動性活動性活動性活動性↑↑↑↑

胃･大腸反射
(空腹時の水）

起立大腸反射

※※※※立ったり歩いたり
することで

大腸が刺激される

一般的一般的一般的一般的にはにはにはには水分水分水分水分がががが増増増増えるとえるとえるとえると
尿量尿量尿量尿量がががが増加, 増加, 増加, 増加, さらにはさらにはさらにはさらには尿失禁尿失禁尿失禁尿失禁がががが
増増増増えるのではないかとえるのではないかとえるのではないかとえるのではないかと考考考考えれえれえれえれ
るがるがるがるが，，，，実実実実はははは尿意尿意尿意尿意のののの覚知覚知覚知覚知とととと抑制抑制抑制抑制にににに
よりよりよりより，，，，尿失禁尿失禁尿失禁尿失禁にはにはにはには至至至至らないらないらないらない。。。。

尿失禁改善尿失禁改善尿失禁改善尿失禁改善

300㏄300㏄300㏄300㏄
↓↓↓↓

1,000㏄1,000㏄1,000㏄1,000㏄

････度々度々度々度々ホールにホールにホールにホールに出出出出てててててててて
読書読書読書読書、、、、笑顔笑顔笑顔笑顔でででで話話話話すすすす

・お・お・お・お腹腹腹腹がががが空空空空いたいたいたいた。。。。とととと
言言言言うううう

数メートルの手引き歩行

････尿便意回復尿便意回復尿便意回復尿便意回復！！！！ 自自自自らららら訴訴訴訴えるえるえるえる
････座薬座薬座薬座薬のののの使用使用使用使用なくなくなくなく排便排便排便排便があるがあるがあるがある

安定感良い！

ケアの基本の「水分」が整うと･･･
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食生活改善への見直し

常食

やわらかい食事

開口度↓咀嚼回数が減少
舌突出度↓舌の動きが減少

廃用症候群廃用症候群廃用症候群廃用症候群
(口腔機能低下口腔機能低下口腔機能低下口腔機能低下)

きざみきざみきざみきざみ食食食食
おおおお粥粥粥粥

トロミ食

ミキサ－食

ぺ－スト食

咀嚼回数が↓

＊食べる力が弱まったのでは
なく「食べ方」を忘れた

ミキサ－食で
は食生活が下

がる

唾液腺マッサージ

常食にし、おいしさ感を出す

１１１１割摂取割摂取割摂取割摂取 ＢＭＩＢＭＩＢＭＩＢＭＩ １７１７１７１７

0割摂取割摂取割摂取割摂取
BMI 16.9

おいしくない

ひと通りの味見をする

300ｍｌｍｌｍｌｍｌ
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実践塾の取り組み紹介 鳥取県
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ＨＨＨＨ２４２４２４２４年度 鳥取県認知症重度化予防実践塾年度 鳥取県認知症重度化予防実践塾年度 鳥取県認知症重度化予防実践塾年度 鳥取県認知症重度化予防実践塾
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８８歳 女性 介護５ ４ ＢＭＩ１６．１

排泄 終日オムツ使用
離床時、食事前後に介助で便座に座って排泄
便秘で座薬と下剤使用 ３日おきに泥状便がオムツに出ている

食事 ミキサー食をスプーンで自力摂取。１０分で完食。満腹感（－）
摂取カロリー１，０００Ｋｃａｌ以下
水分１，０００ｍｌ

更衣 全介助 入浴 好きだが、全介助 移動 車椅子 全介助

◆常に口の中に指を入れてる・よだれを出している
◆食事中、他の利用者の食事に手を出すことが多い
◆花を食べようとする
◆周りの人に関心がない
◆両下肢が拘縮気味で、足を動かさない
◆発語は単語のみ
◆レクリエーションに参加しても意欲がなくボーっとしている

取組前取組前取組前取組前ののののＡＤＬＡＤＬＡＤＬＡＤＬ

取組前取組前取組前取組前のののの精神面精神面精神面精神面・・・・行動行動行動行動のののの様子様子様子様子
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取組取組取組取組のののの経過経過経過経過

工夫 結果

水
分

・食事前後に分けて提供

・早朝に冷たい牛乳

・寒天を提供

・１，６００ｍｌ

栄
養

・箸を使用してもらい常食に変更

・ご飯の盛り付けを統一する

・硬い物や繊維質の物は細かくする

・時間はかかるが完食

・満腹感（＋）

排
便

・毎日寒天を提供

・腹部マッサージを行う

・２日間排便のない時は水分量を

２００～３００ｍｌ増やす

・１日おきに排便

・トイレで多量の普通便

・下剤の量減少し、座薬を使用

しなくなった

運
動

・起床時、車椅子の移乗時に下肢マッ

サージ 頻回の移乗動作

・立位と歩行訓練

・立位も１０秒取れる

・調子良ければ５分程度歩行
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実践実践実践実践のののの結果結果結果結果

取組「前」 取組「後」

◆要介護５

◆常に口の中に指を入れてよだれを出

している

◆食事中、他の利用者の食事に手を出

すことが多い

◆花を食べようとする

◆周りの人に関心がない

◆両下肢が拘縮気味で、足を動かさな

い

◆発語は単語のみ

◆レクリエーションに参加しても意欲が

なくボーっとしている

◆要介護４

◆口の中に手を入れる行為は習慣付

いているため治らないが、関わりを

持てば口に手を入れない

◆他の利用者の食事に手を出さなくな

った

◆花に感心が出て、自分で生けようとし

たり、「きれい」と言葉を発する

◆周りの人に関心が出て話しかける

◆下肢が柔らかくなり、自分から動かそ

うとする

◆言葉が繋がって出せる

◆レクリエーションに参加、意欲が出た
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プライド重視した関わりからその人をよく知る
若い頃から厚化粧でおしゃれしてよく外出
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水だけの効果ではなくて、その人の普段の体調
を整えようとして、職員・家族が丁寧な観察と

関わり方を行ったことで、状況が変化する

職員・家族 知識に基づいた対応 対象者

普段の体調が整うチチチチ－－－－ムケアムケアムケアムケア対象者の変化
に手応え

事例の改善に
家族・職員が変化

相乗効果 自分に気をかけてくれる
↓

気持気持気持気持ちがちがちがちが元気元気元気元気になるになるになるになる
活動活動活動活動にににに参加参加参加参加

やる気が
高まる

その人を中心とした関わり
（その人をよく知る）
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まとめ

• 学習と実践を並行して行い

• 指導者からのフィードバックを繰り返し

• 同一事例に継続的に関わり続ける研修手法は

自分で考え、
現場で実践

プロセスをまとめる

レポート
と指導

知識・技術を確実に

身につける

取り組みへの意欲・姿勢が

変化、認知症の重度化を

防ぐ効果的な研修手法
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担当したＡ地域包括支援センタ－職員コメント

実践塾実践塾実践塾実践塾ではではではでは大変大変大変大変おおおお世話世話世話世話になりましたになりましたになりましたになりました。。。。
塾生塾生塾生塾生のののの黒瀬黒瀬黒瀬黒瀬さんをはじめさんをはじめさんをはじめさんをはじめ、、、、前田前田前田前田さんさんさんさん、、、、岡本岡本岡本岡本さんにとってもさんにとってもさんにとってもさんにとっても、、、、そしてそしてそしてそして包包包包
括支援括支援括支援括支援センターにとってもよいセンターにとってもよいセンターにとってもよいセンターにとってもよい研修会研修会研修会研修会となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。
私自身私自身私自身私自身、、、、認知症認知症認知症認知症ケアをケアをケアをケアを十分十分十分十分にににに理解理解理解理解できていないこともありできていないこともありできていないこともありできていないこともあり、、、、日頃日頃日頃日頃のののの相相相相
談談談談でででで迷迷迷迷うことばかりですがうことばかりですがうことばかりですがうことばかりですが、、、、このたくさんのこのたくさんのこのたくさんのこのたくさんの成功事例成功事例成功事例成功事例をとおしてをとおしてをとおしてをとおして、、、、根根根根
拠拠拠拠をもったをもったをもったをもった取組取組取組取組みのきっかけになったようにみのきっかけになったようにみのきっかけになったようにみのきっかけになったように思思思思いますいますいますいます。。。。

このこのこのこの塾塾塾塾にににに参加参加参加参加したしたしたした動機動機動機動機のひとつにのひとつにのひとつにのひとつに、、、、これまでこれまでこれまでこれまで地域地域地域地域ケアケアケアケア会議会議会議会議をををを実施実施実施実施していしていしていしてい
るるるる中中中中でででで認知症状認知症状認知症状認知症状のあるのあるのあるのある方方方方のののの支援方針支援方針支援方針支援方針がががが専門医受診専門医受診専門医受診専門医受診やややや各種教室参加各種教室参加各種教室参加各種教室参加などなどなどなど、、、、
決決決決まったまったまったまった資源資源資源資源しかしかしかしか紹介紹介紹介紹介できずできずできずできず、、、、日々日々日々日々のケアにのケアにのケアにのケアに対対対対しししし、、、、具体的具体的具体的具体的なななな意見意見意見意見やややや助言助言助言助言
がががが出来出来出来出来ていないということもありましたていないということもありましたていないということもありましたていないということもありました。。。。
普段普段普段普段のののの体調体調体調体調をををを整整整整えるケアのえるケアのえるケアのえるケアの重要性重要性重要性重要性をををを強強強強くくくく感感感感じましたしじましたしじましたしじましたし、、、、このことはこのことはこのことはこのことは住民住民住民住民
さんのさんのさんのさんの生活生活生活生活のののの質質質質をををを向上向上向上向上させるためにさせるためにさせるためにさせるために必要必要必要必要なことであるとなことであるとなことであるとなことであると感感感感じましたじましたじましたじました。。。。
来年度来年度来年度来年度はぜひはぜひはぜひはぜひ町内町内町内町内でででで報告会報告会報告会報告会をしたいとをしたいとをしたいとをしたいと思思思思いますしいますしいますしいますし、、、、地域地域地域地域ケアケアケアケア会議会議会議会議のののの中中中中でででで
もケアマネやもケアマネやもケアマネやもケアマネや事業所事業所事業所事業所のののの方々方々方々方々にににに伝伝伝伝えてえてえてえて行行行行きたいときたいときたいときたいと思思思思いますいますいますいます。。。。

塾生塾生塾生塾生のののの皆皆皆皆さんからもさんからもさんからもさんからも参加参加参加参加してよかったとしてよかったとしてよかったとしてよかったと嬉嬉嬉嬉しいおしいおしいおしいお声声声声をいただきました!!をいただきました!!をいただきました!!をいただきました!!
本当本当本当本当にににに半年以上半年以上半年以上半年以上にわたりありがとうございましたにわたりありがとうございましたにわたりありがとうございましたにわたりありがとうございました
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認知症認知症認知症認知症
サポサポサポサポ－－－－タタタタ－－－－
養成講座養成講座養成講座養成講座 徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練徘徊模擬訓練

認知症認知症認知症認知症
予防教室予防教室予防教室予防教室

症状の改善
実行

実践塾で感じたこと

アドバイスアドバイスアドバイスアドバイス
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（（（（参考文献参考文献参考文献参考文献））））

・・・・岡山県美作県民局主催 認知症重度化予防実践塾資料岡山県美作県民局主催 認知症重度化予防実践塾資料岡山県美作県民局主催 認知症重度化予防実践塾資料岡山県美作県民局主催 認知症重度化予防実践塾資料・・・・報告書報告書報告書報告書

・・・・HHHH２２２２２２２２年度 岡山県福祉研究学会年度 岡山県福祉研究学会年度 岡山県福祉研究学会年度 岡山県福祉研究学会

・・・・高知市認知症重度化予防実践塾高知市認知症重度化予防実践塾高知市認知症重度化予防実践塾高知市認知症重度化予防実践塾

・・・・浜田市認知症重度化予防実践塾浜田市認知症重度化予防実践塾浜田市認知症重度化予防実践塾浜田市認知症重度化予防実践塾

・・・・鳥取県認知症重度化予防実践塾鳥取県認知症重度化予防実践塾鳥取県認知症重度化予防実践塾鳥取県認知症重度化予防実践塾

・・・・日本認知症日本認知症日本認知症日本認知症グルグルグルグル－－－－プホプホプホプホ－－－－ムムムム協会鳥取県支部重度化予防実践塾協会鳥取県支部重度化予防実践塾協会鳥取県支部重度化予防実践塾協会鳥取県支部重度化予防実践塾

・・・・家族家族家族家族でででで治治治治そうそうそうそう認知症認知症認知症認知症

・・・・認知症認知症認知症認知症のケアのケアのケアのケア 年友企画年友企画年友企画年友企画 （（（（竹内 孝仁 著竹内 孝仁 著竹内 孝仁 著竹内 孝仁 著 ））））
・・・・介護基礎学 医歯薬出版介護基礎学 医歯薬出版介護基礎学 医歯薬出版介護基礎学 医歯薬出版 （（（（竹内 孝仁 著竹内 孝仁 著竹内 孝仁 著竹内 孝仁 著 ））））

ご清聴ありがとうございました

・日清オイリオグル－プ株式会社，｢冬の無自覚脱水症の危険｣より抜粋

・漫画：ヘルプマン２５認知症予防編（くさか里樹）
・認知症サポ－タ－養成講座標準教材

認知症を学び地域で支えよう ＧＨ協2011・９・10群馬大学山口晴保ＰＰより
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